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　福岡市は、海に育まれた歴史や文化、豊かな自然環境と充実した都市機能、多様な人材

など、様々な財産に恵まれています。

　日本が人口減少社会を迎える中、福岡市の人口は増え続け、市税収入は増加し、市政に

関する意識調査では、多くの市民の皆様から「住みやすい」という回答を頂くなど、国内外

から、元気なまち、住みやすいまちとして評価されています。

　一方、地球規模での気候変動が深刻化し、ダイバーシティ&インクルージョンなどの

新たな価値観が重視され、テクノロジーが飛躍的に進歩するなど、社会経済情勢は大きく

変化しています。

　このたび、「福岡市基本構想」に掲げる都市像の実現に向けて、こうした多様化する価値観や

社会の変化を踏まえた「第10次福岡市基本計画」を策定いたしました。

　新たな基本計画の策定にあたっては、次代を担う子どもたちや若者をはじめ、多くの

市民の皆様からご意見を頂くとともに、福岡市総合計画審議会の委員の方々に、多様な

観点でご議論いただいた上で、福岡市議会の議決を頂きました。

　多くの皆様の多大なご尽力に、厚く御礼申し上げます。

　基本計画は策定して終わりではなく、実現していくことが重要です。

　この「第10次福岡市基本計画」の推進にあたっては、福岡市が取り組む具体的な事業を

示した「実施計画」を別に定め、指標の達成状況などを市民の皆様と共有しながら、取組みを

進めてまいります。

　福岡市の未来に向け、この元気で住みやすいまちをさらに発展させ、市民の皆様一人

ひとりが夢や希望を持てるようなまちとして、次の世代に引き継いでいくために、「人と環境と

都市活力が高い次元で調和したアジアのリーダー都市」をめざして、新しい時代のまちづくりに

チャレンジしてまいります。

　皆様の一層のご理解とご協力をお願いいたします。

　令和６年12月
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福岡市
基本構想

福岡市総合計画の体系

　総合計画は、福岡市の将来の健全な発展のために策定する総合的な計画のことで、
「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の３つで構成されています。
　また、この総合計画のもと、各行政分野において分野別の計画等を策定しています。

福岡市総合計画の体系

基本構想
（目標年次無し）

基本計画
（１０年間の長期計画）

実施計画
（４年間の中期計画）

具体化

※本冊子には、H24.12に策定した基本構想及びR６.12に策定した第10次福岡市基本計画を掲載しています。

● 基本構想 福岡市が長期的にめざす都市像を示したもので、福岡市の様々な計画

や市政運営の基本になるとともに、市民をはじめ、まちづくりに携わる

産学官民の多くの主体が共有するものです。

● 基本計画 基本構想に掲げる都市像の実現に向けた方向性を、まちづくりの目標

や施策として総合的・体系的に示した１０年間の長期計画です。

● 実施計画 基本計画を推進するにあたって、福岡市が取り組む具体的な事業を

示した４年間の中期計画です。
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福岡市基本構想

２　自然と共生する持続可能で生活の質の高い都市

　福岡市は、豊かな自然と穏やかな風土に恵まれ、魅力ある景観と快適な生活基盤、充実した
都市機能がコンパクトに整っている都市です。
　将来にわたってこの都市の素晴らしさを持続していくために、豊かな自然を大切に守り、
環境負荷が小さい低炭素・循環型のまちづくりを進めるとともに、これまでに築いてきた都市の
財産を、最大限有効活用し、長く大切に使っていきます。また、都市の安全性向上を図り、日常的な
安全の確保はもとより、大規模災害にも耐えられるまちづくりを進めます。
　福岡市は、自然の恵みを大切にしながら、環境にやさしく、安全・安心で、美しく快適な生活の
質の高い都市をめざします。

３　海に育まれた歴史と文化の魅力が人をひきつける都市
　福岡市は、海を通じて世界とつながり、その長い歴史の中で独自の文化、個性を育んできました。
それは、祭りや食、芸術やスポーツなどさまざまな都市の魅力を創り出してきました。
　これからも、市民が海と接する多様な機会を創造し、都市的魅力と美しい自然が織りなす
福岡市の個性づくりを展開します。また、福岡市固有の歴史や文化と融合した都市的魅力
により、多くの人をひきつけ、多様な人が住みやすく活動しやすい環境づくりを進め、情報が
行き交い、混ざり合う中で、新しい世界を創り出していきます。
　福岡市は、独自の魅力と多様な交流が新たな価値を創造し、世界中の人をひきつける都市を
めざします。

　福岡市は、恵まれた自然と豊かな歴史に育まれた都市です。糸島半島と海の中道のふたつの
腕で博多湾を抱き、背後には緑の山々が連なっています。有史以前から大陸との交流の歴史を
もつこの地で、福岡市はいきいきと発展しています。
　福岡・博多は、古来、大陸との交流窓口の役割を果たし、遣新羅使・遣唐使などの発着地として
「鴻臚館」が設けられるなど、外交・貿易の拠点となってきました。中世には、対外貿易の拠点と
して、また、個性豊かな自由都市として多くの商人が海外へ雄飛する地となりました。
　福岡市は、先人たちの叡智とひたむきな努力によって、九州の中枢都市としてたくましく成長
しました。昭和62年に「海」と「アジア」を都市像として掲げた「福岡市基本構想」を策定し、
他都市に先駆けてアジアに開かれたまちづくりを進めてきました。いまや、経済、行政、情報、
教育、文化などにおいて広域的な機能をもち、福岡都市圏はもちろん、九州全域の発展に
寄与しています。この福岡市の役割と責任は、今後ますます重要性を増し、その豊かな自然と
歴史を継承しながら発展を続けるでしょう。
　福岡市は、いつの時代にあっても、市民一人ひとりがその能力を十分に生かし、希望と
生きがいを育んでいく都市であり続け、独自の文化を生み出し、日本、アジア、世界の平和と
繁栄に貢献していきます。そして、この素晴らしい都市を、未来を担う子どもたちに引き継いで
いきます。
　このような思いのもと、ここに、福岡市がめざす都市像を掲げ、地域の産学官民がその力を
結集して、将来に向けて都市づくりに取り組みます。

Ⅰ　目的

１　自律した市民が支え合い心豊かに生きる都市

　福岡市は、大陸との交流の歴史に育まれた、自由かっ達で進取の気性にあふれた自治都市
です。市民一人ひとりの力が、自治と支え合いを基盤とした地域コミュニティをつくり、住みよい
まちをつくってきました。
　市民生活が豊かであるためには、まず市民一人ひとりが自らを律し、交流と対話を通じて
相手の立場を理解し合い、人権を尊重しあうことが大切です。国籍や年齢、性の違い、障がいの
有無などにかかわらず、誰もがすべての人への思いやりをもち、住んでいる人にも、訪れる人にも
やさしいまちをめざします。また、市民一人ひとりが生きがいと希望をもって健康に暮らして
いけるよう、さまざまな仕事や地域活動などの活躍の場をつくります。
　さらに、将来を担う子どもたちを育むことが大切です。子育てしやすいまちとして子どもの
健やかな育ちを地域全体で支えるとともに、子どもや若者が、自ら学ぶ意欲と志をもち、心豊かに
たくましく自立して生きていくことができるよう、社会全体で育んでいきます。
　福岡市は、すべての市民がかけがえのない存在として大切にされ、一人ひとりがあたたかく
支え合う心を共有し、それぞれが社会の一員としての役割を果たし、共に心豊かに生きることの
できる都市をめざします。

Ⅱ　都市像

住みたい、行きたい、働きたい　アジアの交流拠点都市・福岡

４　活力と存在感に満ちたアジアの拠点都市

　福岡市は、地理的にも、歴史的にもアジアとの深いつながりの中で育まれた都市です。
国際的な都市間競争がますます激化していく中、福岡都市圏の核として、九州さらには
隣接するアジアの諸地域との連携を図り、日本を牽引していく都市としての役割を担って
いきます。また、アジアとの交流を、市民、学術、文化、経済などすべての面で深化させ、アジアの
活力を取り込み、アジアと共に成長していく都市をめざします。さらには、アジアの中の成熟
都市として蓄積した知識や経験を生かし、アジア地域が抱える社会課題の解決や生活環境の
向上に寄与することで、アジアの諸地域のモデルとなる都市をめざします。
　福岡市は、福岡都市圏、九州、アジアと共に成長し、世界中から人、投資、物、情報、そして
夢が集まる、活力と存在感に満ちたアジアの拠点都市をめざします。
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１ 計画策定の趣旨

● 福岡市は、大陸に近いという地の利に恵まれ、金印や鴻臚館に象徴されるように、二千年を

　超えるアジアとの交流の中で、多様な人材や、豊かな自然と充実した都市機能がコンパクトに

　整った都市空間など、様々な財産を築き上げてきました。

　１８８９年に市制が施行された当時の人口規模は、九州では鹿児島市、長崎市に次ぐ３番目の

都市でしたが、その後、国の出先機関や企業の支店、大学などの集積が進むとともに、陸・

海・空の広域交通の拠点機能を高め、九州の中枢を担うようになっていきました。

● こうした先人たちの長年にわたる尽力によって築かれた、「人」と「環境」という大きな強みを

　礎として、子育てしやすい環境づくりや教育環境の充実、安全･安心なまちづくりなどに力を

　入れつつ、観光・ＭＩＣＥ※1の振興や都心部の機能強化、スタートアップ都市づくりなど、「都市

　活力」を向上させるための施策に積極的に取り組み、「人と環境と都市活力の調和がとれた

　アジアのリーダー都市」をめざして、まちづくりを進めてきました。

　この間、人口は増え続け、企業の立地や創業が進み、市税収入は高い水準で推移するなど、

福岡市は、元気なまち、住みやすいまちとして評価されています。

● 一方で、世界に目を向けると、地球規模での気候変動の深刻化が人々の生活環境に大きな

　影響を及ぼし、脱炭素の機運が高まるとともに、Well-being※２やダイバーシティ＆インク

ルージョン※３などの新たな価値観が重視され、テクノロジーが飛躍的に進歩するなど、社会

　経済情勢は大きく変化しています。

　また、日本国内では、少子高齢化の進展による労働人口の減少、不安定な海外情勢等に

よる原油価格や物価の高騰などが大きな課題となっています。

● 福岡市においても、将来的な人口減少や単独世帯の増加等を見据え、地域コミュニティの

　活性化や福祉の充実、高付加価値で国際競争力が高いビジネス環境の創出など、あらゆる

　分野において、持続可能なまちづくりに取り組んでいく必要があります。

● こうした中、福岡市は、これらの課題に的確に対応しながら、社会の変化と多様な価値観を

　しなやかに取り入れ、九州、日本全体を牽引する役割を担うとともに、世界とつながり、アジアの

　中で存在感のある都市をめざして、挑戦し続けることが求められています。

　このような認識のもとで、今後の都市経営の方向を明らかにし、新たな時代にふさわしい

基本計画を策定するものです。

第1章
総論

※1　MICE（マイス） ： 企業などの会議（Meeting）、企業などが行う報奨・研修旅行（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会などが行う

　　　　　　　　　　 国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字をとったもの。

※２　Well-being ： 充実や幸福感に近い概念で、身体的、精神的、社会的に良い状態であること。

※３　ダイバーシティ＆インクルージョン ： ダイバーシティ（diversity）は多様性、インクルージョン（inclusion）は包摂性。

                                                  多様性を認め合い、誰もが自分らしくいられること。 

第10次
福岡市基本計画

第
1
章 

総
論

1 

計
画
策
定
の
趣
旨

　2 

計
画
の
位
置
付
け
と
計
画
期
間

　3 

都
市
経
営
の
基
本
戦
略

　4 

計
画
の
目
標

　5 

計
画
推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

05 FUKUOKA CITY MASTER PLAN 06FUKUOKA CITY MASTER PLAN



第１章 総論

※1　プレゼンス ： presence。存在感。

・ 少子高齢化が進展し、人生１００年時代が到来する中、年齢や性の違い、国籍、障がいの
有無などに関わらず、すべての人が自分らしく生きることができる、多様性と包摂性の
　あるまちづくりを進めます。

・ 子どもを望む人が安心して出産・子育てをすることができ、子どもや若者が将来に夢を
　描きながら、次代を担う人材として健やかに成長できるまちづくりを進めます。

・ 市民が住み慣れた地域において、地域の人々がつながり、支え合うとともに、必要な生活
基盤や行政サービス、市民の生命や財産を脅かす災害、犯罪、感染症への備えが確保され、
安全で安心して暮らせるまちづくりを進めます。

・ 豊かな自然環境や景観を保全・創造し、コンパクトで暮らしやすい都市を維持するとともに、
身近に潤いと安らぎが感じられるまちづくりを進めます。

① 生活の質の向上

（２） 多様な人材が育ち、集い、チャレンジできる環境をつくる
　福岡市は、古来、国内外から多くの人が訪れ、様々な人達が出会い、交流する都市として
発展を遂げてきました。多様な人材を礎に、魅力あるまちと風土や風情、気質が形成され、
福岡市の財産として脈々と受け継がれてきました。
　人口減少社会を迎えた日本において、福岡市は、現在でも人口が増え続け、若者が多く、
大学などの高度な教育・研究機能の集積、さらには企業の立地や創業が進んだことで、
国内外からチャレンジ精神のある多様な人材が集まってきています。
　また、基礎自治体としての「現場」と都道府県に近い「権限」を持つ政令指定都市の強みや、
国の規制緩和を活用し、先進的なテクノロジーの社会実装にも取り組んできました。
　生活の質の向上と都市の成長の持続的な好循環を創り出すため、こうした福岡市の
個性や強みを生かして、多様な人材が育ち、国内外から集い、互いに交流しながら、誰もが
様々な分野で将来に向かってチャレンジできる環境をつくります。

・ 自然や歴史、文化、食など、地域の特性や魅力ある資源をさらに生かし、福岡市をはじめ、
　福岡都市圏、さらには九州全体に活力を生み出す観光・MICEを振興します。

・ 都市活力を牽引する都心部を中心に、都市機能の充実や、水辺や緑、文化芸術、歴史
　などにより彩りと潤い、賑わいを創出することで、福岡市の魅力に磨きをかけ、多くの人
や企業から選ばれるまちづくりを進めます。

・ 中小企業や農林水産業など地場産業の振興、スタートアップの支援や脱炭素化の推進
などにより、地域経済に新たな価値を創造します。

・ 世界と双方向につながり、グローバルな人材や企業が活躍する都市づくりを進めるとともに、
アジアとの近接性を生かし、国際社会におけるプレゼンス※１の向上を図ります。

② 都市の成長

　「第１０次福岡市基本計画」は、「福岡市基本構想」に掲げる都市像の実現に向けた
方向性を、まちづくり の目標や施策として総合的・体系的に示した長期計画です。

　本計画の目標年次は、２０３４年度（令和１６年度）とします。
　また、計画の期間は２０２５年度（令和７年度）から２０３４年度（令和１６年度）までの
１０年間とします。

　福岡市は、都市と自然が調和したコンパクトで住みやすい都市という魅力を生かし、国内外
から多様な人材が集い、チャレンジする環境を整えることで、生活の質の向上と都市の成長の
持続的な好循環を実現し、福岡都市圏全体の発展、さらには九州、日本全体を牽引していく
とともに、「人と環境と都市活力が高い次元で調和したアジアのリーダー都市」をめざして、
時代の先頭に立って挑戦していきます。

　福岡市の「住みやすさ」に磨きをかけて市民生活の質を高め、質の高い生活が人と
経済活動を呼び込むことで都市が成長し、その成長の果実によりさらに生活の質を
高めていくという好循環を持続可能なものとしていきます。

2 計画の位置付けと計画期間

3 都市経営の基本戦略

(１) 計画の位置付け

(１) 生活の質の向上と都市の成長の持続的な好循環を創り出す

(２) 計画の目標年次
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※1　ゲートウェイ ： gateway。玄関口、交流拠点。  

・ 福岡市は、九州のゲートウェイ※１として、文化、教育、経済、情報など様々な高次機能を
備え、国内外から人と企業を呼び込み、九州全体の成長を促進するとともに、災害時に
おける市域を越えた支援など、九州全体の安全・安心に貢献する役割を担っていきます。

・ 福岡市が都市活力を高め、多様な人材が自己実現できる環境をつくることにより、九州
から東京圏などへの人口流出の抑制に一定の役割を果たすとともに、福岡市に集った
人材を通して、九州全体の活力維持につなげていきます。

① 九州における役割

・ 福岡市は、日本海側最大の都市であり、アジアに近い位置にあることから、学術、文化、
経済など様々な面で日本とアジアをつなぐ役割を担っていきます。

・ 東京圏との同時被災リスクが低い地理的特性を生かし、国の規制緩和制度も活用しながら、
産業の国際競争力の強化や国際的な経済活動の拠点形成を図り、日本経済を牽引して
いく役割を担うとともに、豊かな自然と、充実した都市機能がコンパクトに整った、東京
とは異なる独自の魅力のある都市として、活力ある地域づくりの先導的な役割を担って
いきます。

② 日本における役割

・ 福岡市は、経済的な成長と心豊かな暮らしのバランスがとれた持続可能な都市として、
　都市デザイン、環境、上下水道、交通、福祉、文化などの分野において、アジア諸都市の
　モデルになるとともに、人材や交流の蓄積を生かし、アジアと共に、文化的にも経済的にも
継続的に発展する拠点としての役割を担っていきます。

③ アジアにおける役割

（３） 福岡都市圏全体として発展し、広域的な役割を担う
　生活圏・経済圏が一体化した福岡都市圏では、これまで交通、水、医療・福祉、環境、
消防などの都市圏に共通する課題に一緒に取り組んできました。
　全国的に人口減少が進む中で、福岡都市圏では人口が増え続け、活力ある地域として
評価されています。今後もこの活力を保ち、少子高齢化の進展や、人口減少社会の到来に
対応していくためには、福岡都市圏の各市町が連携を一層深め、安全で安心して生活でき、
文化や仕事が充実し、成熟した社会にふさわしい市民生活の場を提供するとともに、
九州、日本全体の発展を牽引する、国際競争力をもった都市圏を実現していくことがより
重要となります。
　福岡市は、このような考えのもと、都市圏の各市町との連携を基盤にして、九州・日本・
アジアとの関係においても、次のような広域的な役割を担っていきます。

■ 地域別社会移動の状況

■ 福岡市を中心とした1,000km圏内とその周辺にある都市

転入：11,995人
転出：  9,296人

転入：2,910人
転出：2,083人

転入：2,096人
転出：1,606人

転入：4,172人
転出：3,091人

転入：3,282人
転出：2,418人

転入：4,989人
転出：2,855人

転入：12,624人転入：12,624人
転出：13,058人転出：13,058人

転入：1,541人転入：1,541人
転出：1,176人転出：1,176人 転入：3,264人

転出：2,184人

福岡市

転入：29,318人
転出：29,684人

転入：11,303人
転出：  3,487人

国内（九州除く） 国外

長崎県

大分県

宮崎県

熊本県

佐賀県

沖縄県
鹿児島県

福岡都市圏

福岡県（福岡都市圏を除く）

【 福岡県人口移動調査（R5） 】【 福岡県人口移動調査（R5） 】

宗像市
福津市

新宮町

久山町

古賀市

篠栗町
須恵町

粕屋町

志免町糸島市

宇美町
太宰府市

筑紫野市

春日市

大野城市

那珂川市

1,000ｋｍ

東京都　　1,419万人

福岡市　　165万人

ソウル首都圏
2,601万人

ソウル特別市
963万人大連市

608万人

大阪府
877万人

北京市
2,185万人

天津市
1,364万人

青島市
1,037万人

上海市
2,487万人

台北市
251万人

釜山広域市
329万人

福岡都市圏　265万人

九州　　1,394万人

東京圏　　3,702万人

（注）国内人口：各自治体推計人口(R6）
                  東京圏は東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県
      海外人口：各国・自治体統計（R5）

第
1
章 

総
論

1 

計
画
策
定
の
趣
旨

　2 

計
画
の
位
置
付
け
と
計
画
期
間

　3 

都
市
経
営
の
基
本
戦
略

　4 

計
画
の
目
標

　5 

計
画
推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

第１章 総論

09 FUKUOKA CITY MASTER PLAN 10FUKUOKA CITY MASTER PLAN



第１章 総論

■基本構想の都市像と基本計画の分野別目標

　１０年後の２０３４年度（令和１６年度）の都市の望ましい姿を、まちづくりの目標として
掲げます。まちづくりの目標は、「分野別目標」、「空間構成目標」、「区のまちづくりの目標」で
構成します。

４ 計画の目標

　「分野別目標」は、基本構想に掲げる都市像の実現に向けて、人やまちをどのような
状態とするかを目標として示したものです。
　「分野別目標」ごとに「めざす姿」と「市民意識」、「現状と課題」を記載し、分野別目標の
達成に向けた取組みとなる「施策」を示します。

(１) 分野別目標

基本構想
都　市　像

目標１

目標２

目標３

目標４

目標５

目標６

目標７

目標８

●自律した市民が支え合い
　心豊かに生きる都市

一人ひとりが心豊かに暮らし、
自分らしく輝いている

すべての子ども・若者が夢を描きながら
健やかに成長している

地域の人々がつながり、支え合い、
安全･安心に暮らしている

人と自然が共生し、
身近に潤いと安らぎが感じられる

磨かれた魅力に人々が集い、
活力に満ちている

都市機能が充実し、
多くの人や企業から選ばれている

チャレンジ精神と新たな価値の創造により、
地域経済が活性化している

アジアのモデル都市として世界とつながり、
国際的な存在感がある

●自然と共生する持続可能で
　生活の質の高い都市

●海に育まれた歴史と文化の
　魅力が人をひきつける都市

●活力と存在感に満ちた
　アジアの拠点都市

基本計画
分　野　別　目　標

（２） 空間構成目標
　「空間構成目標」は、市民生活や都市活動の場となる都市空間を、どのように形成し、
どのように利用するかを目標として示したもので、「現状と課題」、「めざす姿」、「取組みの
方向性」を示します。

（３） 区のまちづくりの目標
　「区のまちづくりの目標」は、｢分野別目標｣や｢空間構成目標｣を踏まえ、市民及び様々な
主体が、地域のまちづくりに取り組むために共有する目標として、行政区ごとにまちづくりの
目標を示したものです。行政区ごとに、「区の特徴と課題」、「まちづくりの目標と取組みの
方向性」を示します。

基本計画体系イメージ

区のまちづくりの目標

施 策

分野別目標 空間構成目標

まちづくりの目標
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５ 計画推進にあたっての基本的な考え方

（１） 行政運営の基本的な方針
① 多様な主体との共創・共働
・ まちづくりの主役は市民であり、行政運営は市民との共創・共働が基本です。

・ そのため、年齢や性の違い、国籍、障がいの有無などを問わず、多様な市民に
　思いやりのある配慮を行うというユニバーサルデザイン※1の理念に基づき、
　積極的に情報を発信し、市民との情報共有を図るとともに、市民の声を真摯に
受け止め、対話を重ねることにより、市民の納得、共感を得ながら、市民に分かり
やすく、透明性の高い行政運営を推進します。

・ また、誰もが住みやすいまちであり続けるためには、様々な課題解決に向けて、
　市政の主役である市民と企業、行政などが、それぞれの役割を認識し、責任を
　果たしていくことが不可欠です。こうした取組みには、福岡市を愛し、地域を
　育てる、情熱と地道な活動が必須であり、市民、地域、ＮＰＯ、企業、大学など多様な
主体とつながり支え合い、最適な役割分担のもとで、共創・共働を進めます。

② 持続可能な行財政運営　
・ 福岡市では、これまで第９次基本計画等に基づき、財政の健全性を保ちながら、
「生活の質の向上」と「都市の成長」に資する施策・事業などを積極的に
　推進してきた結果、市債残高を着実に減少させつつ、市税収入は過去最高を
更新しています。

・ このように、市税収入が伸びている一方で、今後は、社会保障関係費や公共
　施設の建替え・改修経費に加え、社会経済情勢の変化や市民ニーズの
　多様化などによる行財政需要の大幅な増加が見込まれています。

・ そのため、市税収入の確保や市有財産の有効活用などによる歳入の積極的な
確保、施策・事業の徹底した選択と集中による重点化、既存事業の組替え、
施設の長寿命化などアセットマネジメント※2の推進、民間活力や最先端
　技術の活用による行政運営の効率化などの取組みにより、引き続き、持続
可能な行財政運営に努めていきます。

市民ニーズの変化にスピード感をもって的確に対応できる組織運営体制の構築
を図ります。
　市民に身近な区役所については、市民生活に密着したぬくもりのあるサービスの
拠点、地域の個性を生かしたまちづくりの拠点、住民ニーズの施策への反映拠点、
そして情報の受発信の拠点と位置づけ、市民サービスの向上や地域コミュニティ
支援機能の強化、区の体制強化などを進めます。また、窓口サービスなどの市民
生活に密着したサービスについては、現在の７区において、公平性の確保に努めます。

③ 時代に合った柔軟で果敢にチャレンジする組織づくり
ア　柔軟な組織運営と区役所の役割

　市長・副市長のトップマネジメントのもと、市政全般の運営方針や経営
理念を共有した上で局長や区長がリーダーシップを発揮し、社会経済情勢や

※1　ユニバーサルデザイン ： 年齢や性の違い、国籍、障がいの有無などに関わらず、すべての人が自由に快適に利用でき、

　　　                            行動できるような思いやりあふれる配慮を、まちづくりやものづくりなどのあらゆる場面で、

　　　                            ハード・ソフトの両面から行っていこうとする考え方。

※２　アセットマネジメント ： 計画的な施設の整備、維持管理、大規模修繕などを実施することにより、施設を延命化し、

　　                            コスト縮減を実現するための資産管理手法。

⑤ 広域的な連携の推進 
・ 広域的な観点から圏域に共通する課題に対応し、効率的で質の高い行政サービスの
提供や圏域の一体的な発展をめざして、福岡都市圏や九州の各都市との連携・協力を
推進します。

・ また、基礎自治体優先の原則のもと、市民がより良い行政サービスを受けられるよう、
権限・税財源の移譲や、国と地方の役割分担を含めた大都市制度のあり方などに
　ついて、関係自治体と連携・協力をして取り組みます。

④ 最先端技術の活用の推進
・誰もがデジタルなど最先端技術の恩恵を実感できるよう、十分なセキュリティの
　確保のもと、技術の積極的な活用や、データに基づいた政策立案等により、市民の
　利便性の向上や業務の効率化を推進します。

イ　組織力のさらなる向上
　様々な変化に対応できるよう、常に時代の変化への感度が高く、新しいことに
果敢に挑戦する組織をつくります。
　また、職員一人ひとりのエンゲージメント（組織や仕事に貢献する意欲）を向上させ、
職員の力を高め、引き出すとともに、局や区を越えた職員間のコミュニケーションを
活発にし、職員の力を組織の力として最大限発揮する組織づくりを進めます。

（２） 計画の着実な推進
　計画の推進にあたっては、４年間の実施計画である「政策推進プラン」で具体的な
事業を示すとともに、毎年度の予算編成において、その必要性や緊急性を検討しながら
実施事業の予算化を行うことで、社会経済情勢の変化や不測の事態にも的確に対応
していきます。
　また、計画の進行管理として、基本計画の分野別目標ごとに市民意識の推移を把握し、
公表するとともに、政策推進プランの中で各事業の進捗状況を定性的、定量的に
評価し、目標の実現に向け、PDCAサイクル※１を回していきます。

※1　PDCAサイクル ： 政策の企画立案（Plan）、実践・執行（Do）、評価・点検（Check）、改善・対策（Action）の繰り返しにより

　　　　　　　　　　  経営管理を行う手法。マネジメントサイクル。

第１章 総論

第
1
章 

総
論

1 

計
画
策
定
の
趣
旨

　2 

計
画
の
位
置
付
け
と
計
画
期
間

　3 

都
市
経
営
の
基
本
戦
略

　4 

計
画
の
目
標

　5 

計
画
推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

13 FUKUOKA CITY MASTER PLAN 14FUKUOKA CITY MASTER PLAN



第2章
計画各論

１ 分野別目標

　基本構想に掲げる都市像の実現に向けて、人やまちをどのような状態としていくのかを
８つの分野別目標として示します。
　各目標は相互に密接不可分な関係にあり、それぞれを独立したものとして捉える
のではなく、関連する目標との間で相乗効果が生まれることをめざして取組みを進めます。

■各目標の構成

（１） めざす姿 目標年次である２０３４年度（令和１６年度）に実現していることを
めざす「都市の状態」を表すものです。

（４） 施策
（３）の現状と課題を踏まえ、（１）のめざす姿を実現するための
取組みの方向性を表すものです。

（３） 現状と課題 社会経済情勢や市民意識などを踏まえ、現状と課題を示すものです。

（２） 市民意識

（１）のめざす姿を市民にわかりやすい言葉で表し、まちづくりが
進んでいると思う市民の割合を把握するものです。

初期値として、2024年度（令和６年度）に１８歳以上の市民
4,500人を対象として実施した調査結果を掲載しています。
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（４） 施策
１-１　多様な市民が輝くユニバーサル都市・福岡の推進

　誰もが思いやりをもち、年齢や性の違い、国籍、障がいの有無などに関わらず、
すべての人にやさしいまちの実現をめざし、インクルーシブ※１なまちづくり、
人権教育・啓発、男女共同参画や多文化共生の推進などに取り組みます。

１-２　一人ひとりが健やかで心豊かに暮らせる社会づくり
　市民一人ひとりが、本人の意思や個性に応じて、仕事や文化芸術、スポーツ
など、様々な分野で生きがいを持ち、健やかで心豊かに暮らすことができる
環境づくりを進めます。

１-３　すべての人が安心して暮らせる福祉の充実
　年齢や障がいの有無などに関わらず、住み慣れた家庭や地域で安心して
自分らしく暮らし続けることができるよう、福祉・介護等のサービスを継続的に
提供できる体制の構築を進めます。

※1　インクルーシブ ： inclusive。包摂的。 

（３） 現状と課題
① 福岡市には、国内外から多様な人々が集まり、ともに生活しています。年齢や性の
　 違い、国籍、障がいの有無などに関わらず、誰もが自由に快適に生活できるよう、
　 互いに思いやりをもち、ハード･ソフトの両面からすべての人にやさしいまちを
　 実現する必要があります。

② 少子高齢化が進展し、社会の担い手、支え手が不足する一方、健康で社会参加に
　 意欲的な高齢者は増えています。健康寿命の延伸に加え、誰もが文化芸術や
　 スポーツなどを楽しみ、生涯にわたって生きがいを感じることができるような
　 社会づくりが求められています。

③ 単身高齢者や要介護認定者、障がいのある方など、支援を必要とする市民が
　 増加していく中で、本人やケアする人の多様なニーズに応じた福祉・介護等の
　 サービスの充実が求められています。

目標１ 一人ひとりが心豊かに暮らし、自分らしく輝いている

第２章 計画各論

（２） 市民意識　

（１） めざす姿
● 年齢や性の違い、国籍、障がいの有無などに関わらず、すべての人の人権が尊重され、
市民一人ひとりが互いに多様性を認め合うことで、誰もが自分らしく輝いています。

● 市民一人ひとりが、それぞれの知識や経験を生かし、社会の担い手、支え手として
　意欲的に社会参加するとともに、文化芸術やスポーツ、自然などを身近に感じ、
　気軽に楽しみながら、健やかで心豊かに充実した生活を送っています。

● 支援を必要とする市民が適切な福祉・介護等のサービスを受け、誰もが安心して、快適に
暮らしています。

そう思う
（「どちらかと言えば
そう思う」を含む）

そう思わない
わからない（「どちらかと言えば

そう思わない」を含む）

63.9％

83.3％

60.5％

19.8％

12.5％

23.2％

16.3％

4.2％

16.3％

年齢や性の違い、国籍、障がいの有無
などに関わらず、誰もが尊重される

仕事、文化芸術、スポーツなどを楽しみ、
心豊かに暮らせる

高齢者や障がい者が、福祉や介護などを
受け、安心して暮らせる
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（４） 施策

２-1　社会全体で子どもを見守り、子どもを望む人が安心して
        生み育てられる環境づくり

　家庭、学校、地域、企業などと連携し、社会全体で子どもと子育て家庭を見守る
とともに、ライフステージに応じた切れ目のない支援の充実や仕事と子育ての
両立支援など、子どもを望む人が安心して出産、子育てできる環境づくりを
進めます。

２-２　困難を抱える子どもや若者を支え、誰もが健やかに成長できる社会づくり
　様々な困難を抱える子どもや若者への相談体制や支援を充実し、多様な主体と
連携しながら、児童虐待や貧困、いじめ、不登校、ひきこもりなどへの適切な対応、
未然防止に取り組み、すべての子どもや若者が安心して暮らし、健やかに成長
できる社会づくりを進めます。

２-３　自ら学び続け、他者を尊重し、協働できる子どもの育成
　変化を前向きに受け止め、自ら学び続け、他者を尊重し、協働できる子どもの
育成に取り組むとともに、教員が子どもと向き合う環境づくりを進めるなど、
子どもの学びを支える教育環境の充実に取り組みます。

２-４　将来に夢や希望を抱き、意欲と志を持ってチャレンジする人材の育成
　一人ひとりが将来に夢や希望を抱き、自分らしく健やかに成長できるよう、
それぞれの個性や価値観を尊重するとともに、遊びや学びの場、様々な体験
機会等の充実を図ります。
　また、大学や専門学校などの高等教育機関と連携し、子どもや若者が、自己
実現に向けてチャレンジできる環境づくりを進めるとともに、まちづくりへの
積極的な参画を促すなど、様々な分野で活躍できる人材の育成に取り組みます。

目標２ すべての子ども・若者が夢を描きながら健やかに成長している

（２） 市民意識

そう思う
（「どちらかと言えば
そう思う」を含む）

そう思わない
わからない（「どちらかと言えば

そう思わない」を含む）

子どもと子育て家庭が社会に見守られ、
安心して出産・子育てできる

生まれ育った環境に関わらず、子どもや
若者が健やかに育つ

子どもや若者が様々な体験をしながら、
次代を担う人材として成長できる

63.5％

56.9％

60.7％

21.0％

26.6％

21.7％

15.4％

16.5％

17.6％

② 地域や世代間のつながりの希薄化や、SNSの普及をはじめとする情報ツールの
　 多様化など、社会環境が変化する中で、児童虐待や貧困、不登校やいじめなど、
　 子どもたちが抱える困難は、多様化・複雑化しています。

③ テクノロジーの進歩やグローバル化の進展など、社会経済情勢が大きく変化する中で、
　 子どもや若者が様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な
　 社会の創り手となることが求められています。

（３） 現状と課題
① 価値観の多様化や子育てに対する不安感など、様々な要因により、全国的に少子化が
　 進展する中で、安心して出産や子育てができる環境が一層求められています。

第２章 計画各論

（１） めざす姿
● 子どもと子育て家庭が社会全体で見守られ、子どもを望む人が安心して出産、子育て
　 しています。

● 生まれ育った環境に左右されず、すべての子どもや若者が権利の主体として尊重
　 され、夢や希望を持ち、心身ともに健やかに育っています。

● 子どもや若者が、自ら学び、人や社会とつながりながら、様々な体験を通じ、生き抜く
　 力を得るとともに、将来を切り拓くことができる、次代を担う人材として成長して
　 います。
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（２） 市民意識

そう思う
（「どちらかと言えば
そう思う」を含む）

わからない
そう思わない

（「どちらかと言えば
そう思わない」を含む）

55.7％

62.9％

81.5％

36.5％

24.9％

13.9％

7.8％

12.2％

4.6％

※1　情報リテラシー ： 情報に関する知識や、それを活用する能力。  

（４） 施策
３-１　つながりと支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化

　持続可能な地域コミュニティの実現に向けて、自治協議会や自治会・町内会の
基盤強化、住民の自治意識の醸成などを図るとともに、地域活動を担う
新たな人材の発掘や、市民、NPO、企業、大学など多様な主体が地域全体
で支え合う関係を築くための支援を行います。

３-２　生活の利便性が確保された地域のまちづくり
　区役所や、地域コミュニティ活動の場として活用されている公民館、市民
センター、地域交流センターなど、公共施設の充実・機能強化や多様な施設間の
連携を図るとともに、持続可能な生活交通の確保や買い物支援に取り組む
など、それぞれの市民が住み慣れた地域における生活の利便性向上に取り
組みます。

３-３　安全で快適な生活基盤の整備と災害に強いまちづくり
　身近な道路、下水道、河川、公園などの維持･更新、安全で良質な水道水
の安定供給、様々な社会課題や多様なニーズに対応した良質な住宅の確保
など、安全で快適な生活基盤の整備に取り組むとともに、防災･危機管理
体制や地域防災力の強化、避難環境の充実、各種訓練の実施、他都市や
関係機関との連携など、平時からハード・ソフトの両面で、被害を最小限に
抑える災害に強いまちづくりを進めます。

３-４　日常生活における安全･安心の確保と地域福祉の推進
　多様な主体が連携し、地域における包括的な支援体制の構築や防犯力の
強化を図るとともに、自転車や喫煙などのモラル･マナーの向上、消防・救急
体制や医療環境の充実、感染症対策の推進、情報リテラシー※１の向上による
消費者被害等の未然防止、食品の安全性確保など、日常生活における安全・安心が
確保されたまちづくりを進めます。

住んでいる地域で、人と人のつながりや
支え合いがある

道路や河川などの整備、地域のつながり
などにより、災害への備えができている

防犯、消防、医療などが整い、安全で
安心して暮らせる

目標３ 地域の人々がつながり、支え合い、安全･安心に暮らしている　

（３） 現状と課題
① 少子高齢化の進展や地域における孤独・孤立化、災害の激甚化･頻発化などにより、
　 様々な分野で「共助」の重要性が高まる一方で、支え合いの基盤となる地域コミュニティ
　 への関心が低下し、自治協議会や自治会・町内会では、担い手不足や参加者の減少
　 などが大きな課題となっています。

② 区役所や市民センターなど、市民に身近な公共施設の老朽化や、市民ニーズの多様化
　 に対応するため、公共施設の計画的な改修や更新、サービスの拡充や施設機能の充実
　 が必要となっています。また、公共交通や商業施設等の集積には地域差があり、生活の
　 利便性に様々な課題を抱える地域もあることから、官民の適切な役割分担により、行政
　 サービスのみならず、生活交通の確保や買い物支援など、高齢化社会に対応した地域
　 のまちづくりを進めていく必要があります。

③ 道路、上下水道、河川、公園などの身近な生活基盤を安定的に維持していくとともに、
　 近年、激甚化･頻発化している自然災害への対策を強化する必要があります。また、住宅
　 については、老朽化等の状況に応じた適切な管理・更新を図ることが必要です。

④ 刑法犯認知件数や交通事故発生件数は減少傾向にありますが、犯罪や事故の撲滅に
　 向けてさらなる対策が求められており、また、アジアのゲートウェイ都市である福岡市の
　 特性を踏まえ、新興感染症等への備えも重要です。

第２章 計画各論
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（１） めざす姿
● 市民が身近な地域の課題やまちづくりに主体的に関わり、地域コミュニティ活動の場と
　 なる公共施設をはじめ生活環境が整うことで、人と人がつながり、支え合いながら、
　 元気に安心して暮らしています。
● 道路、上下水道、河川、公園などの身近な生活基盤が良好に整備されるとともに、地域
　 における自主防災組織などを中心とした共助の仕組みがつくられ、災害への備えが
　 確保されています。
● 地域の防犯体制や、消防・救急医療体制、感染症への危機管理体制が整うとともに、
　 モラルやマナーが大切にされることで、市民が安全で安心して暮らしています。
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（４） 施策
４-１　都市と自然が調和したコンパクトで個性豊かなまちづくり

　豊かな自然環境から受ける恩恵を将来にわたって享受するため、農林
水産業が有する自然環境の保全や景観形成などの多面的機能を活用すると
ともに、行政・市民・地域・企業などの多様な主体が共働して博多湾や河川、
緑地などの保全、生物多様性の確保に取り組みます。
　また、市街化調整区域における農山漁村地域の魅力を生かしたまちづくりや
離島振興に取り組み、都市と自然が調和したコンパクトな都市を維持して
いきます。

４-２　花や緑などによる潤いや安らぎを感じるまちづくり
　公園や道路などの公共空間や公開空地などの民有地において、市民や
企業との連携、共働を進めるとともに、立地の特性に応じた公園等の整備や
維持管理、魅力向上を図るなど、市民が花や緑などの身近な自然に囲まれ、
潤いと安らぎを感じられるまちづくりを進めます。

４-３　持続可能で未来につながる脱炭素社会の実現
　２０４０年度「温室効果ガス排出量実質ゼロ」に向けて、省エネルギー化や
再生可能エネルギーの利用拡大、脱炭素型ライフスタイル・ビジネススタイル
への転換、イノベーションの早期社会実装などを市民・事業者・行政が一体
となって積極的に推進します。

４-４　循環経済の確立に向けた資源循環等の推進
　市民、事業者とともに、発生抑制・再使用に重点を置いた３Ｒ＋
Renewable※１をはじめとする資源循環の取組みを推進し、持続可能な
形で資源を利用する循環経済への移行を図ります。

（２） 市民意識　

（１） めざす姿
● 博多湾や脊振山をはじめとした豊かな自然の恵みを享受し、都市と自然が調和した
　 コンパクトで暮らしやすい都市環境が国内外から高く評価されています。

● 美しい街並みや地域の特性を生かした魅力的な景観が形成されるとともに、街中には
　 心地良い花や緑が溢れ、市民が身近に潤いと安らぎを感じています。

● 市民や企業の環境意識が高く、脱炭素社会の実現、循環経済の確立、生物多様性の
　 保全・回復・創出に一体的に取り組む持続可能な社会づくりが進んでいます。

（３） 現状と課題
① 福岡市は、海や山に囲まれた地理的条件を生かし、コンパクトな都市づくりを進めて
　 きましたが、豊かな自然や食を支える市街化調整区域や離島では、人口減少や少子
　 高齢化が進み、農林水産業の担い手不足や地域コミュニティの維持などの課題を
　 抱えています。

② 都市機能が充実する一方で、人々の価値観は、量から質へと変化し、心の豊かさが
　 重視される中、各地域の特性を生かした福岡らしい質の高い都市景観づくりや、公園 ・  
　 街路樹・花壇など、身近な自然への市民ニーズが高まっています。

③ 地球規模での気候変動による影響が深刻化し、世界中で環境保全、温室効果ガス
　 排出削減への意識が高まる中、福岡市においても、環境負荷の少ない持続可能な
　 社会の実現に向けた取組みをより一層加速させる必要があります。

目標４ 人と自然が共生し、身近に潤いと安らぎが感じられる　

そう思う
（「どちらかと言えば
そう思う」を含む）

そう思わない
わからない（「どちらかと言えば

そう思わない」を含む）

海や山などの豊かな自然と都市的な魅力の
バランスがとれていて暮らしやすい

身近に花や緑があり、潤いと安らぎを
感じられる

市民や企業、行政が、脱炭素やリサイクル
などに取り組んでいる

92.9％

85.7％

58.6％

5.6％

13.2％

20.9％

1.5％

1.2％

20.5％

第２章 計画各論
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※1　３R＋Renewable ： 発生抑制（Reduce）、再使用（Reuse）、再生利用（Recycle）に加え、バイオマス化・再生材利用等（Renewable）を行うこと。

23 FUKUOKA CITY MASTER PLAN 24FUKUOKA CITY MASTER PLAN



（４） 施策
５-１　観光資源の磨き上げと戦略的なプロモーションの推進

　自然環境や歴史資源を生かした都市景観、美術館や博物館などの文化芸術、
食、祭りなどの福岡市固有の魅力を観光資源として磨き上げ、広域的な連携も
図りながら戦略的なプロモーションに取り組むことで付加価値の高い観光
誘客を推進するとともに、市民生活の向上を図る持続可能な観光振興に
取り組みます。

５-２　博多・福岡の歴史・文化を生かした観光振興
　商人の街「博多」と城下町「福岡」の歴史や文化を生かし、「博多」においては、
神社仏閣等を生かした歴史的な街並みの形成に加え、趣のある道づくりや
新たな観光拠点づくりなどに取り組むとともに、「福岡」において、都心に
近い貴重な緑地空間である舞鶴公園・大濠公園の一体的な活用を進め、
福岡城や鴻臚館のさらなる整備・活用により、市民の憩いと集客交流の拠点
づくりに取り組みます。

５-３　交流がビジネスを生むMICEの受入環境の形成
　都市のプレゼンス向上につながる国際会議やビジネス機会の創出につながる
展示会など質の高いMICEのさらなる誘致強化を図るとともに、ウォーター
フロント地区※１において、MICE施設とホテル・利便施設が機能的・一体的に
配置されるMICE拠点の形成を進めます。

５-４　人々を魅了するエンターテインメント都市づくり
　ゲームや音楽、映像、アートなどのクリエイティブ関連産業と連携し、市民や
来訪者が楽しむことのできる体験型イベントを開催するとともに、国際スポーツ
大会等の誘致や、地元プロスポーツの振興などを図ることで、人々を惹きつける
エンターテインメント都市づくりを進めます。

※1　ウォーターフロント地区 ： 概ね中央ふ頭・博多ふ頭のエリア。

（２） 市民意識　

（１） めざす姿
● 自然や歴史、文化芸術、食などの多彩な資源が磨きあげられるとともに、福岡都市圏や
　 九州各都市などと連携し、魅力向上に向けた取組みが行われ、一体的な集客力が
　 高まっています。

● 都心に近い舞鶴公園・大濠公園一帯が、市民の憩いの場となるとともに、歴史や文化を
　 生かした観光交流の拠点として機能し、都市の顔として、さらなる魅力の向上に重要な
　 役割を果たしています。

● 国内有数のMICE都市として、様々な国際会議が開催されるとともに、スポーツや
　 音楽のイベントなどが盛んに開催されるエンターテインメント都市として、広く認知
　 されています。

（３） 現状と課題
① 福岡市は、第３次産業が約９割を占める産業構造であり、交流人口の増加が地域
　 経済の活性化につながる特性があります。陸・海・空のゲートウェイとしての機能
　 や受入環境の充実、九州の自治体等と連携したプロモーションの実施などにより
　 集客力は向上していますが、地域経済のさらなる活性化に向け、多様な国・地域から、
　 付加価値の高い観光誘客が必要となっています。

② マリンメッセ福岡Ｂ館の開館によって開催可能となった大型展示会など、新たな
　 MICEの増加が見られていますが、国際的な都市間競争は激しさを増しており、国際
　 会議の開催件数や外国人参加者数の増を図るとともに、MICE誘致を促進する
　 拠点の形成を進めていく必要があります。

③ ゲームや音楽などの多様なクリエイティブ関連産業が集積するとともに、野球、
　 サッカー、バスケットボールなどのプロスポーツチームが本拠地を置くなど、魅力的な
　 エンターテインメントの資源が豊富にある福岡市の強みを生かし、市民や来訪者
　 など、多くの人々を魅了するまちづくりを進め、認知度向上を図る必要があります。

目標５ 磨かれた魅力に人々が集い、活力に満ちている

第２章 計画各論

そう思う
（「どちらかと言えば
そう思う」を含む）

そう思わない
わからない（「どちらかと言えば

そう思わない」を含む）

自然、歴史、文化芸術、食などの魅力的な
観光資源がある

舞鶴公園や大濠公園が、市民の憩いの場や
観光スポットになっている

スポーツ観戦や音楽イベントなどの
エンターテインメントを楽しめる

82.8％

80.3％

88.5％

13.7％

11.9％

7.1％

3.5％

7.9％

4.4％

第
２
章 

計
画
各
論

1 

分
野
別
目
標

　2 

空
間
構
成
目
標

　3 

区
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

（４） 施策
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（４） 施策
６-１　都市活力を牽引する都心部の機能強化と魅力向上

　　都心部及び、その核となる天神・渡辺通、博多駅周辺、ウォーターフロントの
　３地区において、建築物や道路、公園などの整備や更新期を捉えながら、
　エリアマネジメント団体をはじめ、企業、行政など多様な主体が連携して、
　都市機能と回遊性の向上を図り、快適で高質なビジネス環境を創出すると
　ともに、陸・海・空の広域交通拠点との近接性を生かしながら、３地区の地区間
　相互の連携を高め、都心部の国際競争力を高めます。
　　また、博多湾や那珂川などの水辺や通り、広場などのオープンスペースを
　活用し、花や緑、文化芸術、歴史などにより、彩りと潤い、賑わいがある魅力的な
　まちづくりを進めます。

６-２　様々な都市機能が集積した魅力・活力創造拠点づくり
　　九州大学箱崎キャンパス跡地において、多様な都市機能やゆとりある空間、
　先端技術の導入などにより、快適で質の高いライフスタイルを創出すると
　ともに、アイランドシティや九州大学伊都キャンパス及びその周辺、シーサイド
　ももちにおいて、物流や研究開発、情報関連産業、観光・MICEなど、地域特性に
　応じた高度な都市機能の集積を図り、都市全体に活力を生み出す拠点づくりを
　進めます。

６-３　公共交通を主軸とした持続可能な総合交通体系の構築
　　鉄道や幹線道路など、市民や来訪者の円滑な移動を支える交通ネットワークの
　充実・強化を図るとともに、公共交通や自転車の利用を促進するなど、市民・
　事業者・行政が連携し、分かりやすく使いやすい公共交通を主軸として、多様な
　交通手段が相互に連携した持続可能な総合交通体系を構築します。

６-４　成長分野の企業や本社機能の立地の促進
　　都心部における高質なビジネス環境の創出を契機として、国際金融機能を
　はじめ高付加価値なビジネスの集積を図るため、立地交付金や地方拠点強化
税制なども活用し、知識創造型産業や環境・エネルギー、医療・福祉など、成長性の
　ある分野の企業誘致を進め、国内外の人材が活躍できる場を創出します。

（２） 市民意識

（１） めざす姿
● 都心部において、先進的なオフィス、商業施設などの高度な都市機能が充実すると
　 ともに、水辺や緑、文化芸術、歴史などによって彩りや潤い、賑わいが溢れる魅力的な
　 都市空間が形成されています。

● 都市活力や市民生活の核となる市内の各拠点の特性に応じた都市機能が充実し、
　 さらに各拠点が公共交通ネットワークによってつながることで、多くの人や企業から
　 選ばれるまちになっています。

● 都市の成長を牽引する高付加価値なビジネスの集積などにより、国内外の人材に
　 とって、仕事の選択肢が充実し、「夢が叶うまち」「自己実現できるまち」となっています。

目標６ 都市機能が充実し、多くの人や企業から選ばれている　　

そう思う
（「どちらかと言えば
そう思う」を含む）

そう思わない
わからない（「どちらかと言えば

そう思わない」を含む）

都心部にオフィス、商業施設、緑などが
充実し、賑わいがある

市内の各拠点が充実し、公共交通で
つながっている

様々な企業が集まり、仕事の選択肢が
充実している

89.6％

83.2％

67.8％

7.0％

15.4％

17.5％

3.4％

1.5％

14.7％

（３） 現状と課題
① 国全体で経済成長が停滞する中で、福岡市のみならず福岡都市圏及び九州全体が
　 活力を維持し、成長を遂げていくためには、都心部の機能強化が重要であり、耐震性が
　 高い先進的なビルへの建替えなど、国際競争力が高いビジネス環境を創出すると
　 ともに、多彩な魅力がある高質な都市空間を形成していく必要があります。

② シーサイドももちやアイランドシティ、九州大学伊都キャンパス及びその周辺、九州
　 大学箱崎キャンパス跡地などの拠点において、高度な都市機能を集積するとともに、
　 それぞれの地域の個性や強みを生かし、福岡市の成長を支えるまちづくりを進める
　 必要があります。　

③ 交通インフラは、市民生活と都市の成長を支える重要な基盤であり、地下鉄七隈線の
　 延伸や都心循環BRT※１の導入、幹線道路の整備などを着実に進めてきましたが、
　 都心部などで生じている交通渋滞への対応、各拠点等における交通利便性の向上
　 など、引き続き様々な課題に対応していく必要があります。

④ 次代を担う若者が東京圏などへ流出している現状があることから、活躍できる場の
　 創出が必要であり、本社機能や成長分野の企業、グローバル企業などの立地を促進し、
　 高付加価値なビジネスの集積につなげ、雇用を創出する必要があります。

※1　BRT ： 連節バスの導入、走行環境の改善などにより、利便性を高めたバスシステム。Bus Rapid Transit。
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（４） 施策
７-１　地場中小企業の競争力強化などによる地域経済の活性化

　地場中小企業に対し、融資や販路開拓、人材確保、生産性向上、事業
承継などの支援を行い、競争力･経営基盤の強化を促進します。
　また、賑わいと魅力のある商店街づくりや、福岡市の歴史・文化を継承する
伝統産業の振興などに取り組み、地域経済の活性化を図ります。

７-２　農林水産業とその関連ビジネスの振興
　新鮮で安全な農水産物を市民に安定供給するため、農林水産業の担い手
づくりやスマート化などにより経営の安定化を図るとともに、農地、漁場など
の生産基盤の保全・強化、中央卸売市場の活性化などに取り組みます。
　また、民間活力を生かした新たな魅力の創出や食のブランド化を推進し、
食品の製造や流通などの関連産業の振興を図ります。

７-３　新たな価値の創造とスタートアップ都市づくり
　様々な分野でチャレンジする人材や企業が国内外から集まり、交流する
スタートアップ都市づくりを進め、創業の裾野を広げるとともに、地場中小企業や
学生など多様な主体との連携を促すなど、成長を支援します。
　また、官民が連携し、AIやＩｏＴ等の先端技術を活用しながら新たな価値を
創造するなど、多様な手法による社会課題の解決に取り組みます。

７-４　産学官民が連携した知識創造型産業などの振興
　産学官民の連携を推進し、大学や研究機関の集積による豊富な人材と
技術シーズを生かした研究開発拠点の形成を推進するとともに、
ITやナノテクノロジー等の先端技術を活用した産業の振興や、エンジニアの
集積・交流などに取り組みます。
　また、水素の社会実装をはじめとする脱炭素関連産業や、福岡市の魅力となる
クリエイティブ関連産業の振興に取り組みます。

（１） めざす姿
● 地場中小企業において、多様な人々がいきいきと働き、特徴ある製品やサービスが
　 生み出されるとともに、農水産物の消費拡大やブランド化が進むなど、様々な産業で
　 競争力が高まり、地域経済が活性化しています。

● スタートアップが互いに交流するとともに、地場中小企業や学生など多様な主体と
　 連携しながら成長し、新たな価値を生み出すなど、チャレンジする人材が活躍しやすい
　 まちになっています。

● チャレンジ精神のある多様な人材や企業が国内外から集積するとともに、産学官民の
　 連携が進み、様々な社会課題を解決する先進都市になっています。

目標７ チャレンジ精神と新たな価値の創造により、地域経済が活性化している　

（３） 現状と課題
① 地域経済の活性化のためには、市内事業所の９割以上を占める地場中小企業の振興が
　 不可欠ですが、原油・原材料価格の高騰などの社会経済情勢の変化や、慢性的な
　 人手不足、事業の後継者不足など、中小企業は様々な経営課題を抱えています。
　 また、福岡市固有の歴史や文化を継承してきた伝統産業においては、担い手の
　 減少・高齢化が深刻化しています。

② 農林水産業従事者の高齢化や担い手不足などにより、農地が減少し、荒廃森林が
　 増加するとともに、不安定な海外情勢の影響などを受け、生産資材、燃油価格が高騰
　 するなど、農林水産業の経営は厳しい状況にあります。

③ ２０１２年（平成２４年）に「スタートアップ都市ふくおか」を宣言して以来、創業の裾野が
　 着実に広がっている中で、福岡発スタートアップのさらなる成長や様々な社会課題の
　 解決に向けた取組みへの環境づくりが求められています。

④ 大学などの高度な教育・研究機能が集積し、理系人材をはじめ、多様な人材が育つ
　 福岡市の強みを生かし、新たな製品やサービスを創出するため、産学官民の連携や、
　 知識創造型産業のさらなる集積を促進していく必要があります。

第２章 計画各論

（２） 市民意識

そう思う
（「どちらかと言えば
そう思う」を含む）

そう思わない
わからない（「どちらかと言えば

そう思わない」を含む）

野菜や魚など、新鮮でおいしい農水産物を
食べることができる

スタートアップなど、新しいことに
チャレンジしやすい

市内の企業や大学などが連携し、
先端技術の活用が進んでいる

94.9％

53.3％

50.4％

4.2％

14.4％

13.3％

0.9％

32.4％

36.3％
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（４） 施策
８-１　成長を牽引する物流･人流のゲートウェイづくり

　博多港と福岡空港について、機能の充実・強化や利便性の向上、国内外の
多様な航路の維持･拡大、都心部や背後圏との連携強化などを推進し、九州と
世界をつなぐ物流･人流のゲートウェイづくりに取り組みます。

８-２　国際的なビジネス交流の促進とグローバル人材にも住みやすいまちづくり
　アジアとの近接性を生かしながら国際的なビジネス交流を促進するため、
地場企業及びスタートアップの海外展開や外国企業とのビジネス連携などを
支援するとともに、世界で活躍するグローバル人材やその家族にも住みやすい
まちづくりと外国企業の誘致を一体的に推進します。

８-３　国際貢献･国際協力の推進と国際会議の誘致
　様々な都市問題や社会課題の解決をテーマに開催される国際会議への
参加や会議の誘致などを通じて、福岡市の持続可能なまちづくりを世界に
広め、福祉や環境、上下水道分野などにおいて、国際貢献･国際協力を推進し、
アジアをはじめ国際社会におけるプレゼンスの向上を図ります。

（１） めざす姿
● 港湾、空港機能が充実し、福岡都市圏、さらには九州全体の国際交流のゲートウェイ
　 として機能しています。

● 多くの地場企業が積極的に海外展開するとともに、グローバル人材やその家族にも
　 住みやすいまちづくりが進むことで、海外の企業が数多く立地し、様々なビジネス交流
　 を通して、地域の経済が活性化しています。

● 少子高齢化や環境問題に先進的に取り組んできた知識と経験を生かし、世界中で
　 深刻化する社会課題の解決に貢献するとともに、様々な国際会議の開催都市として、
　 国際社会において存在感を発揮しています。

目標８ アジアのモデル都市として世界とつながり、国際的な存在感がある

（３） 現状と課題
① 博多港では、アイランドシティにおけるコンテナターミナルの整備や、中央ふ頭に
　 おけるクルーズ船の受入れ環境整備などを進めるとともに、福岡空港では滑走路増設を
　 推進するなど、物流・人流の機能強化は着実に進んでいますが、アジア諸都市との
　 近接性や充実したネットワークを生かし、国際競争力を高めるため、港湾空港機能の
　 さらなる充実・強化を図っていく必要があります。

② 人口減少社会を迎え、国内市場の拡大が見込みにくい中で、将来にわたり地域経済を
　 活性化していくためには、地場企業及び福岡発スタートアップの海外展開や、外国
　 企業の立地などを促進するとともに、医療や教育をはじめ、グローバル人材にも住み
　 やすい環境づくりを行う必要があります。

③ 日本が世界で最初に直面している超高齢社会や、世界共通の課題である環境問題など、
　 様々な都市問題や社会課題について、福岡市の知識と経験を生かし、国際社会に
　 貢献していく必要があります。

第２章 計画各論

（２） 市民意識

そう思う
（「どちらかと言えば
そう思う」を含む）

そう思わない
わからない（「どちらかと言えば

そう思わない」を含む）

94.0％

58.7％

56.6％

3.4％

11.8％

17.6％

2.6％

29.6％

25.8％

博多港や福岡空港の利便性が高い

海外とのビジネスが盛んで、世界各国の
人にも働きやすく住みやすい

国際的なイベントを開催するなど、
国際社会で存在感がある
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＜地域の拠点＞
　市民生活の核となる拠点には、まちの歴史や生活圏域、交通結節機能など、拠点の特性に
応じて、市民生活に必要な都市機能が適正に集約されています。
　東部・南部・西部の「広域拠点」は、交通結節機能の高さを生かし、都市活力を担いつつ、
行政区や市域を越えた広範な生活圏域の中心として、商業・業務機能や市民サービス機能
など諸機能が集積しています。
　「地域拠点」は、区やそれに準ずる生活圏域の中心として、日常生活に必要な商業機能や
市民サービス機能など諸機能が集積しています。

＜魅力・活力創造拠点>
　拠点の特性に応じて、物流、情報、研究開発など、福岡市の成長を推進する多彩な都市
機能が集積しています。
　「アイランドシティ」は、豊かな自然に恵まれ、環境に配慮した先進的モデル都市及び
コンテナターミナルと一体となった国際物流拠点を形成しています。
　「九州大学箱崎キャンパス跡地」は、多様な都市機能やゆとりある空間、先端技術の導入
などにより、快適で質の高いライフスタイルを創出しています。
　「舞鶴公園・大濠公園地区」は、都心部に近接した貴重な緑地空間として、市民の憩いの場
となり、また、歴史資源を生かし、文化芸術と融合した観光･交流拠点を形成しています。
　「シーサイドももち」は、福岡市の情報関連産業の集積拠点となり、また、文化・エンター
テインメントなどの既存資源を生かした観光・MICEの拠点を形成しています。
　「九州大学伊都キャンパス及びその周辺」は、糸島半島を圏域とする九州大学学術研究
都市の核として、学生や研究者などが新たな知を創造、発信する研究開発拠点となり、
また、産学官が連携した新たなビジネスやイノベーションの創出拠点を形成しています。

＜日常生活圏＞
　公民館を拠点として、自治協議会を中心に地域コミュニティが形成される日常生活圏では、
市民の良好な居住環境と日常生活に必要な基本的な生活利便性が確保されています。

＜農山漁村地域>
　農林水産業の営みや既存集落が維持・活性化されるとともに、美しい自然景観を生かした
市民や観光客の憩いの場になり、福岡市の豊かな自然環境が市民の財産として、継承されて
います。

＜交通ネットワーク>
　陸海空の広域交通ネットワークを備える都心部を中心に、それぞれの拠点間は公共交通
機関でネットワークされ、拠点内やその周辺では身近な生活交通が確保されることで、多様な
都市活動や市民生活を支える移動が円滑に行われています。

２ 空間構成目標

（１） 現状と課題
● 都心部を中心にＹ字型に伸びる広域的な都市軸に沿って都市機能が集積し、都市
　 高速道路や外環状道路などの幹線道路網、地下鉄などの鉄道網が整備され、放射
　 環状型の都市軸により、都市の骨格が形成されています。

● 陸海空の広域交通ネットワークの充実や、ビジネス、観光などの交流の活発化により、
　 九州、日本はもとより、アジア、世界に向けた国際交流軸が形成されつつあります。

● 博多湾や脊振山系などの豊かな自然環境を生かし、市街化調整区域を維持しながら
　 都市の膨張を抑制してきた結果、高度な都市機能と豊かな自然が調和したコンパクトで
　 住みやすい都市として評価を得ており、この都市空間を維持しつつ、自然環境との
　 共生や公共交通ネットワークのさらなる充実に取り組んでいく必要があります。

● 福岡市の魅力である豊かな自然環境を今後も維持していくためには、既に人口減少や
　 少子高齢化が進む市街化調整区域において、農地や林地などの保全に取り組む
　 とともに、美しい自然景観を生かしながら、既存集落の活性化を図っていく必要が
　 あります。

● 少子高齢化の進展、価値観や市民ニーズの多様化、気候変動に伴う災害の激甚化･
　 頻発化などに対応していく必要があります。

（２） めざす姿
● 海や山に囲まれた地形的な特徴を生かし、都心部を中心にコンパクトな市街地が
　 形成され、都市的魅力と豊かな自然環境が調和し、安全・安心な暮らしのもと、市民が
　 日常的にそれを享受しています。

● 福岡市の都市活力を牽引する「都心部」、都市の成長を推進する「魅力･活力創造
　 拠点」、界隈性のある街空間の中で市民生活が営まれる「広域拠点」「地域拠点」「日常
　 生活圏」、豊かな自然環境を継承する「農山漁村地域」など、それぞれのエリアの個性や
　 強みが生かされ、交通ネットワークにより移動の円滑性が確保された「コンパクトで
　 コントラストのある都市」が実現しています。

＜都心部＞
　都市活力の中心及び国際交流のゲートウェイとして、国際競争力を備えた商業･
業務、観光・MICE、文化、港湾など高度な都市機能、広域交通機能が集積しています。
　また、水辺や通り、広場などのオープンスペースは、花や緑、文化芸術などにより、
彩りと潤いがあり、多様な人と企業が集積・交流しています。

　市民生活や都市活動の場となる都市空間を、どのように形成し、どのように利用
するかを空間構成目標として示します。
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① 主要な拠点
　主要な拠点は、「生活の質の向上」と「都市の成長」を両立させ、持続的な好循環を創り出す

ために都市活動や市民生活にとって重要な拠点となる地区です。

② 主要な軸

■ 都市軸
　都市軸は、福岡市の骨格となる重要な交通ネットワークを受け持つ道路であるとともに、

都市活動や市民生活を営む上で必要な機能が連続する沿道の市街地を示します。

　また、市内の各拠点の機能分担や連携を図るために重要な軸です。

　・ 「放射軸」は福岡市と周辺都市などを放射状に結ぶ軸
　・ 「環状軸」は中心市街地を取り巻き、東部、南部、西部の連携を強化する軸

■ 交流軸
　交流軸は、福岡都市圏や九州・西日本への都市間交流を図るＹ字型都市軸とともに、

アジア･世界へ向けた国際交流の主要な骨格となる軸

■ 都心部
　天神、博多駅、博多ふ頭・中央ふ頭を中心として、東は御笠川、南は百年橋通り、西は

大正通りに囲まれたエリア

■ 東部･南部･西部の広域拠点
　香椎・千早（東部）、大橋（南部）、西新・藤崎・シーサイドももち（西部）

■ 地域拠点
　和白、箱崎、雑餉隈、六本松･鳥飼･別府、長住･花畑、野芥、姪浜、橋本、今宿･周船寺

■ 魅力･活力創造拠点
　アイランドシティ、九州大学箱崎キャンパス跡地、舞鶴公園・大濠公園地区、シーサイド

ももち、九州大学伊都キャンパス及びその周辺

■ 拠点連携地域
　（東部拠点地域（アイランドシティ～東部拠点）・西部拠点地域（九州大学伊都キャンパス～今宿・周船寺））
　拠点間の連携を図りながら、一体的な拠点地域の形成を図る地区

■都市空間構想図

九
州
各
地
へ

九
州
各
地
へ

九州各地へ九州各地へ

日
本
各
地
へ

日
本
各
地
へ

アジア・世界へ

鉄道軌道系

自動車専用道路

幹線道路

航路（市営渡船等）

中心市街地

中・高密度住宅地

低密度住宅地

住工複合市街地
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森の緑地環・緑の腕
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（３） 取組みの方向性

① 土地利用について
● 無秩序な市街化を防止し、計画的な市街化を図るため、都市計画区域を、市街化を

　 促進する区域である市街化区域と、市街化を抑制すべき区域である市街化調整
　 区域に区分する、いわゆる「区域区分」について適切な運用を図ります。

● コンパクトで持続可能な都市をめざし、市街化区域の拡大を必要最小限に抑え、
　 市街化調整区域の自然環境や農地並びに市街化区域内の良好な緑地を保全・
　 創造します。また、既存の社会資本を最大限に活用できる既成市街地や現在の
　 計画的開発区域を中心に人口や必要な都市機能の受入れを図ります。

● 海辺や河川、緑などの豊かな自然環境、民間空地などの都市アセットを生かし、
　 潤いと安らぎを創出するなど、都市空間の魅力向上を図ります。

● 標高概ね８０メートル以上の樹林地や和白・今津干潟などの都市の貴重な自然を
　 保全するとともに、市街地内に残る山すそ緑地や水辺空間の保全に努めます。

● 山地から市街地へ伸びる緑の腕や海とつながる河川空間を生かした水と緑の
　 ネットワークを形成するとともに、森林・農地などにおける保水機能の維持・
　 向上など、生物多様性の保全・回復とその恵みの持続可能な利用を図ります。

ア　市街化区域

・  計画的な市街地整備を図る「市街化区域」については、用途地域などの地域地区や
　 地区計画制度などの適切な運用により、都心部からの近接性や交通の利便性、
　 都市基盤の状況などを踏まえ、都心部から市街地周辺部にかけての段階的な
　 密度構成によるメリハリのきいた、ゆとりと潤いのある市街地形成を図ります。

・  都市活力を牽引する「都心部」など、高度な都市機能の集積を図るエリアに
　 おいては、彩りと潤い、賑わいが感じられ、多様な人と企業が集積･交流する、
　 質が高く、高度利用された市街地の誘導を図ります。

・  市民生活の核となる「広域拠点」や「地域拠点」、都市の骨格を形成する「都市軸」
　 など、市民生活に必要な都市機能の誘導を図るエリアにおいては、鉄道駅周辺や
　 幹線道路沿道など、都市基盤のストックを最大限に活用し、適切な高度利用や
　 土地の有効利用を図ります。

・  市民生活の基盤となる住宅地においては、日常生活に必要な機能の充実など、
　 利便性が高く、安全･安心な住環境を形成するとともに、地域の特性に応じて、
　 地域の主体的なまちづくりを支援し、きめ細かな土地利用の誘導を図ります。

第２章 計画各論

■ 森の緑地環･緑の腕
　市街地と博多湾を環状に囲む森林で構成される「森の緑地環」と、そこから市街地に
伸びる丘陵地の樹林や大規模公園で構成される「緑の腕」により、都市の環境保全と
福岡らしい風景を形成

　緑や水辺で構成される「緑の骨格」は、福岡らしい風景をつくり、市民の憩いの場を創出
するとともに、気候変動への対策や生物多様性の確保など、大きな役割を果たしています。

③ 緑の骨格

④ 土地利用区分
　地域特性に応じて市域を大きく８つのゾーンにまとめて示します。福岡市の中心である
都心部に近いほど多様な都市機能の密度が高く、遠いほど密度が低く豊かな自然環境が
身近に感じられるようなゾーン配置としています。

■ 中心市街地
　都心部、東部・南部・西部の広域拠点を補完する諸機能をもつゾーン

■ 中･高密度住宅地
　中心市街地の外側に広がる中高層住宅を主とし、低層住宅も共存する住宅地

■ 低密度住宅地
　中･高密度住宅地の外側に位置する戸建住宅を主とし、豊かな緑に包まれ、身近に
自然が楽しめるゆとりのある住宅地

■ 住工複合市街地
　空港西側や幹線道路沿いに位置する住宅、流通・工業施設、商業・業務施設など、
住む場所と働く場所が複合した市街地

■ 流通・工業地
　空港周辺や博多港などに位置する流通施設や工場からなるゾーンで、生産・物流機能を
担う地域

■ 農地･集落
　農林水産業の振興を図るとともに、緑地空間の保全など、自然や歴史的資源を生か
した地域づくりを図るゾーン

■ 山地･丘陵地
　市域を取り囲む山や森林などにより緑の骨格が構成され、緑の保全を進めていく地域

■ 水辺
　自然海岸や豊かな干潟環境を保全するとともに、市民が身近にふれあい憩えるゾーン

■ 河川緑地軸
　市街地を貫流する主要な河川と河川沿いの緑で構成され、都市に美しい景観と身近な
潤いを創出

■ 博多湾水際帯
　自然海岸や干潟、海浜公園などにより、博多湾を囲み、連続した緑地と水際空間を形成
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イ　市街化調整区域

・  市街化を抑制する「市街化調整区域」については、自然環境や農地、林地など保全
　 すべき区域を明確化し、その保全に努めます。

・  市街化調整区域の中でも、既存集落や美しい自然景観を有する地域においては、
　 身近に触れられる豊かな自然や新鮮な農水産物等を農山漁村地域の魅力として
　 磨きあげ、市民や観光客の憩いの空間を形成するとともに、規制緩和制度も活用
　 しながら、農林水産業の振興や集落コミュニティの維持･活性化、観光振興等に向けた
　 土地利用を誘導します。

・  市街化調整区域のうち、鉄道駅周辺や幹線道路沿道など、良好な市街地整備が
　 確実に実施される地区については、農林水産業などとの調整を図りながら、周辺
　 環境や災害リスク等を十分に勘案した上で市街化区域に編入するなど、計画的な
　 まちづくりを誘導します。

② 交通体系について
● 既存の交通基盤や新たな技術などを生かしながら、鉄道やバスなどの公共交通機関
　 相互の連携や交通結節機能の充実・強化を図り、分かりやすく使いやすい公共交通を
　 主軸として、徒歩や自転車、自家用車などの多様な交通手段が相互に連携した持続
　 可能な総合交通体系の確立をめざします。

● 九州・アジアなどとの広域的な交流を促進するため、陸海空の広域交通拠点の充実・
　 強化を図るとともに、環境負荷の少ない交通体系の構築をめざしながら、都心部の
　 回遊性の向上を図ります。　

● 都市的な魅力と自然環境が調和したコンパクトな都市という強みを生かし、「都心部」、
　 「魅力･活力創造拠点」、「広域拠点」、「地域拠点」などをつなぐ交通ネットワークの充実・
　 強化を図ります。

● 快適で生活しやすい居住環境を形成するため、市民生活の核となる「広域拠点」や
　 「地域拠点」へのアクセス強化を図るとともに、公共交通事業者などと連携し、生活圏に
　 おいて、日常生活を支える生活交通の確保を図ります。

第２章 計画各論
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第２章 計画各論

● 困難を抱える子どもや若者を支え、誰もが健やかに成長できる社会づくり
　様々な困難を抱える子どもや若者への相談体制や支援を充実し、多様な主体と連携
しながら、児童虐待や貧困、いじめ、不登校、ひきこもりなどへの適切な対応、未然防止に
取り組み、すべての子どもや若者が安心して暮らし、健やかに成長できる社会づくりを
進めます。

● つながりと支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化
　持続可能な地域コミュニティの実現に向けて、自治協議会や自治会・町内会の基盤強化、
住民の自治意識の醸成などを図るとともに、地域活動を担う新たな人材の発掘や、市民、
NPO、企業、大学など多様な主体が地域全体で支え合う関係を築くための支援を行います。

● 生活の利便性が確保された地域のまちづくり
　区役所や、地域コミュニティ活動の場として活用されている公民館、市民センター、地域
交流センターなど、公共施設の充実・機能強化や多様な施設間の連携を図るとともに、
持続可能な生活交通の確保や買い物支援に取り組むなど、それぞれの市民が住み慣れた
地域における生活の利便性向上に取り組みます。

● 安全で快適な生活基盤の整備と災害に強いまちづくり
　身近な道路、下水道、河川、公園などの維持･更新、安全で良質な水道水の安定供給、
様々な社会課題や多様なニーズに対応した良質な住宅の確保など、安全で快適な生活基盤の
整備に取り組むとともに、防災･危機管理体制や地域防災力の強化、避難環境の充実、
各種訓練の実施、他都市や関係機関との連携など、平時からハード・ソフトの両面で、被害を
最小限に抑える災害に強いまちづくりを進めます。

● 日常生活における安全･安心の確保と地域福祉の推進
　多様な主体が連携し、地域における包括的な支援体制の構築や防犯力の強化を図ると
ともに、自転車や喫煙などのモラル･マナーの向上、消防・救急体制や医療環境の充実、
感染症対策の推進、情報リテラシーの向上による消費者被害等の未然防止、食品の安全性
確保など、日常生活における安全・安心が確保されたまちづくりを進めます。

● 多様な市民が輝くユニバーサル都市・福岡の推進
　誰もが思いやりをもち、年齢や性の違い、国籍、障がいの有無などに関わらず、
すべての人にやさしいまちの実現をめざし、インクルーシブなまちづくり、人権教育・
啓発、男女共同参画や多文化共生の推進などに取り組みます。

● 一人ひとりが健やかで心豊かに暮らせる社会づくり
　市民一人ひとりが、本人の意思や能力などに応じて、仕事や文化芸術、スポーツ
など、様々な分野で生きがいを持ち、健やかで心豊かに暮らすことができる環境
づくりを進めます。

● 社会全体で子どもを見守り、子どもを望む人が安心して生み育てられる環境づくり

　家庭、学校、地域、企業などと連携し、社会全体で子どもと子育て家庭を見守る
とともに、ライフステージに応じた切れ目のない支援の充実や仕事と子育ての両立
支援など、子どもを望む人が安心して出産、子育てできる環境づくりを進めます。

３ 区のまちづくりの目標

　市民及び様々な主体が、地域の課題を的確に把握し、解決に向けて取り組むとともに、
地域の資源を生かしてさらに地域の魅力を高めていくため、区のまちづくりの目標を
定めます。

（２） ７区に共通する地域施策の方向性
　分野別目標のうち、地域のまちづくりに深く関わり、７区に共通する主な施策の方向性を
以下に再掲します。

（１） 区別人口・面積

東区

博多区

中央区

南区

城南区

早良区

西区

全市計

区 面積（k㎡）
人口（千人） 

323

252

206

266

133

221

213

1,612

2020年 2034年
343

267

223

275

137

227

218

1,692

69.46

31.62

15.39

30.98

15.99

95.87

84.16

343.47
出典 ： 総務省「国勢調査」、福岡市総務企画局「福岡市の将来人口推計」（R６）、国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」（R6）

第
２
章 

計
画
各
論

1 

分
野
別
目
標

　2 

空
間
構
成
目
標

　3 

区
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

41 FUKUOKA CITY MASTER PLAN 42FUKUOKA CITY MASTER PLAN



東区のまちづくりの目標

（１） 区の特徴と課題

● 玄界灘と博多湾を隔てる志賀島・海の中道が区の北側に位置し、博多湾の東側を
　 囲む地形となっています。区域内には、九州を南北に結ぶJR鹿児島本線など
　 複数の鉄道路線、市の中心部と臨海地区・九州縦貫自動車道をつなぐ都市高速
　 道路や国道などの幹線道路が南北を貫き、交通の大動脈を形成しています。
　 また、箱崎ふ頭、香椎パークポートやアイランドシティなどの臨海部には、海上
　 物流機能が集積し、近接するＪＲ貨物ターミナルと一体となって、地域経済を
　 支える物流拠点を形成しています。

● 志賀島は、国宝である金印が発見された場所でもあり、古事記に登場する古代の
　 海の民「阿曇族」の発祥の地とされています。また、全国でも数少ない勅祭社である
　 香椎宮をはじめ筥崎宮や志賀海神社などの神社仏閣、唐津街道の宿場町
　 であった箱崎・馬出地区の町家の他、舞松原・宮前などの古墳、名島城・立花城の
　 城址など、歴史や文化の足跡が数多く残っています。

第２章 計画各論

● 福岡女子大学、九州産業大学、福岡工業大学、サイバー大学、令和健康科学
　 大学などの特徴ある大学が立地し、なみきスクエアや和白地域交流センター
　 （コミセンわじろ）は、芸術文化などの発信拠点として多くの住民に利用されて
　 います。また、雁の巣レクリエーションセンターや総合体育館、ラグビー強化拠点
　 「JAPAN BASE」などのスポーツ関連施設も充実し、各種スポーツの拠点に
　 なっています。

● ７区で最大の人口を有し、東部広域拠点である香椎・千早や、地域拠点である
　 和白、箱崎に都市機能が集積するとともに、東側の丘陵地には住宅街が広がって
　 います。アイランドシティや九州大学箱崎キャンパス跡地で新たなまちづくりが
　 進むなど、今後も人口増加が見込まれる中で、地域によっては人口が減少しており、
　 それぞれの地域の実情に応じて、誰もが必要な行政サービスを利用でき、安心して
　 生活できる環境づくりが必要です。

● 区域内は豊かな自然にも恵まれ、国定公園に指定されている志賀島や海の中道
　 には、美しい景観を有する海岸が広がり、区の東部には国の特別天然記念物に
　 指定されたクスノキ原生林がある立花山や三日月山が連なっています。また、
　 博多湾東部の和白干潟は、渡り鳥の飛来地として有名です。一方、近年、災害が
　 激甚化・頻発化しており、海や川に面した地域や山に近い丘陵地など、災害リスクの
　 高い地域もあり、災害に備えた訓練や環境整備などの対策が求められています。

・ 地域におけるあたたかい見守りのもと、行政と関係機関により、子育て世帯の状況に応じた
　必要なサービスを提供するとともに、児童虐待の未然防止・早期発見に取り組みます。

・ 高齢者が地域でいきいきと暮らせるよう、健康づくりの促進や介護予防に取り組みます。
特に、今後増加が見込まれる認知症への理解促進や、本人の意思に沿った医療や介護が
受けられる仕組みづくりに取り組みます。

健やかでいきいきと暮らせるまち

・ 新しく生まれたまちでの地域コミュニティづくりの支援や、既存住民と新規住民との
　つながりを充実させるための取組みを進めます。

・ 既存コミュニティにおいては、それぞれの地域の実情に応じた地域活動への理解促進など、
　担い手不足解消に向けた取組みや、大学・企業・ＮＰＯなどの多様な主体が地域活動に
　参画することを促し、地域活動を活性化する取組みを推進します。

・ 人口減少など地域が抱える課題を把握し、生活交通などの利便性が確保され、住民が
　住み慣れた地域で住み続けられるよう、きめ細かな支援を進めます。

・ 地域に住む外国人との交流を進めるなど、多文化共生のまちづくりを推進します。

活気あるコミュニティがあるまち

・ 洪水や高潮、土砂崩れなどの災害に備えるため、地域での自主防災活動に対し、警察・消防や
　事業者との連携により積極的な支援を行うとともに、高齢者・障がいのある人の避難支援の
　充実や避難所環境の整備などに取り組みます。

・ 地域での防犯活動の支援に取り組むとともに、警察などの関係機関と連携し、犯罪のない
　安全なまちづくりを推進します。

・ モラル・マナーの向上に取り組み、地域に住むすべての人が、安全・安心に暮らすことが
できるまちづくりを進めます。

・ 道路のバリアフリー化や警察と連携した交通安全対策など、安全で快適な環境づくりを
進めます。

安全で安心して暮らせるまち

・ 地域や大学など、多様な主体との連携により、地域が有する豊かで特色ある自然・歴史・
文化芸術を東区の魅力として磨き上げ、積極的に発信することにより、住む人が愛着を
持ち、多くの人が訪れる賑わいのあるまちづくりを推進します。

魅力にあふれた賑わいのあるまち
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（２） まちづくりの目標と取組みの方向性

豊かな自然環境と歴史、文化に育まれた、活力を創造するまち・東区
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第２章 計画各論

博多区のまちづくりの目標

（１） 区の特徴と課題

● 九州の交通結節拠点である博多駅周辺地区では、耐震性が高い先進的な
　 ビルへの建替えに加えて、博多駅筑紫口駅前広場やはかた駅前通りの再整備、
　 地下鉄七隈線延伸開業などにより、回遊性が向上しています。また、西鉄天神
　 大牟田線桜並木駅の開業や、福岡空港の滑走路増設をはじめとした機能強化を
　 契機として、住民主体のまちづくりの取組みが進められています。

● 事業所が７区中最も多く集積しており、博多駅の周辺や中南部地域の大型複合
　 商業施設、ウォーターフロント地区のコンベンション施設、東平尾公園の
　 スポーツ施設など、多くの集客交流施設が立地しています。

● 博多の総鎮守の櫛田神社、空海が日本で初めて建立した密教寺院である東長寺、
　 日本最初の禅寺である聖福寺、山笠発祥の地と伝えられている承天寺などの
　 神社仏閣や歴史的文化財が多い寺社町エリアは、うどん・そば・饅頭・博多織の
　 発祥の地と伝えられており、このエリアへと導くウエルカムゲート「博多千年門」
　 が新たなシンボルとなっています。

● 単身世帯は全世帯の６割を超え７区最多で、転入者も多く、約９割の世帯が
　 共同住宅に住むなどの都市型特性があります。地域における支え合い・助け合いの
　 仕組みづくりが進んでいる一方で、都市部では孤立死あるいは緊急的介入・
　 支援が必要な段階で把握される事例が多く、地域包括ケアシステムの構築などが
　 求められています。また、子育て世帯が孤立しないよう、安心して子育てができる
　 環境づくりを進める必要があります。

● 自転車放置台数はこの１０年間で大幅に改善していますが、中洲地区では
　 依然として多く、交通事故発生件数及び刑法犯認知件数は７区で最も多く
　 なっています。

● 最古の稲作集落跡の一つである板付遺跡や、弥生時代の甕棺を発見された
　 ままの状態で展示している金隈遺跡など、史跡も豊富であり、博多祇園山笠や
　 博多松囃子などの伝統的な祭りや文化も豊かで、地域の生活にとけ込み
　 受け継がれています。国内外からのさらなる集客・賑わい創出を図るため、
　 歴史や伝統をはじめ、新たなまちの魅力づくりや発信、集客機能の強化などによる
　 回遊性の向上を図っていく必要があります。

・ 子どもや高齢者、障がいのある人の見守りなど、世代を越えた交流や地域の支え合いにより、
　子どもが健やかに成長し、すべての人が住み慣れた地域で安心して健やかに暮らせる
　まちづくりを進めます。

・ 高齢、障がい、子ども・子育てなどの様々な分野の悩みを抱え、複雑化する事案に対して、
　適切な支援が行き届くよう寄り添って包括的に対応するなど、誰一人取り残さない福祉
サービスの充実を図ります。

思いやりと交流・支え合いにより、安心して健やかに暮らせるまち

・ 地域ごとの実情に応じて、自治協議会、自治会・町内会などに寄り添った支援を行い、
　地域コミュニティへの参加促進を図るとともに、住民、ＮＰＯ、ボランティア、企業、学校、
　行政など多様な主体との共創により、活発なコミュニティづくりを進めます。

・ 専門学校が多く立地する特性を生かし、地域との共創の取組みを推進するなど、若者が
活躍できるまちづくりを進めます。

・ 地域防災に対する住民意識の向上や自主防災活動を支援するとともに、避難支援を必要
とする人の見守り体制づくりを進めます。

・ 地域や警察などと連携し、交通安全や自転車利用、喫煙マナーの啓発活動に取り組むなど、
　モラル・マナーの向上を図るとともに、地域の自主防犯活動などを支援することにより、
事故や犯罪が少ない安全なまちづくりを進めます。

・ 安全・円滑な交通の確保や災害の被害拡大防止を図るため、適切な道路・公園・河川などの
　整備と維持管理に取り組み、住民の暮らしと経済活動を支えます。

地域コミュニティをはじめ多様な主体がつながり、安全・安心で住みよいまち

・ 地域と連携し、歴史的景観を有する神社仏閣などの資源を生かしたまちづくりを進めます。

・ 歴史や伝統文化の魅力を広く発信し、地域や企業と一体になってイベントの開催や
　おもてなしの環境づくりを行うとともに、博多祇園山笠や博多松囃子などの伝統行事の
振興・継承を図ることで、地域の価値・魅力を高めます。

・ まちの回遊性を高めることにより、博多駅周辺の活力と賑わいを博多旧市街や天神方面
など多様なエリアに広げ、経済活動の活性化を図るとともに、都市機能の充実やまち

　全体の魅力向上につながる活動への支援などにより、住み続けたいと思えるまちづくりを
進めます。

歴史や伝統など地域の特性を生かした魅力がつながるまち
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（２） まちづくりの目標と取組みの方向性

お互いが支え合い、安心して暮らし、歴史と伝統が息づくまち・博多区
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中央区のまちづくりの目標

（１） 区の特徴と課題

● 天神地区は、鉄道やバス網の結節点となる交通の要衝であり、耐震性が高い
　 先進的なビルへの建替えにより、新たな空間や雇用が生み出されています。
　 百貨店をはじめ数多くの商業施設や多様な飲食店が立ち並び、九州はもとより
　 国内外から訪れる人で活気にあふれ、多くの都市機能を有する国際化に対応した
　 まちへ発展しています。

● 西公園から舞鶴公園・大濠公園、動植物園のある南公園、鴻巣山と豊かな緑にも
　 恵まれています。また、７世紀後半から１１世紀にかけて、大陸から訪れる人々の
　 迎賓館の役割を果たしていた鴻臚館跡や、徳川幕府の成立とあわせて黒田長政が
　 築城した福岡城跡など、貴重な歴史的文化遺産が身近にあります。

● 市民ホール、市美術館、アクロス福岡などの文化施設が点在し、日本銀行を
　 はじめとする金融機関も集積しています。また、Fukuoka Growth Nextや
　 エンジニアカフェ、Artist Cafe Fukuokaといった、官民共働によるスタート
　 アップ支援や交流などの拠点となる施設が設置されています。さらに、全国
　 有数の取扱数量を誇る鮮魚市場、こども総合相談センターや認知症フレンドリー
　 センターなどの福祉関連施設が立地するほか、みずほＰａｙＰａｙドーム福岡などの
　 スポーツ・エンターテインメント施設があり、プロ野球をはじめ、スポーツ・音楽
　 などのイベントが数多く開催されています。

● 約９割の世帯が共同住宅に住んでおり、単身世帯は全世帯の約６割にのぼって
　 います。また、例年、住民の約２割が転出入するなど、人口の流動も大きくなって
　 います。そのため、地域コミュニティの希薄化や、それに伴う子育て家庭や高齢
　 単身世帯の孤立化、地域防災力の低下などが課題となっています。

● 駐輪場の整備や啓発活動などにより放置自転車が大幅に減少する一方、健康
　 意識の高まりやシェアサイクルの普及などにより自転車の幅広い活用が
　 進んでおり、自転車が関わる事故の増加が懸念されます。

● 都心部では、多くの人が訪れ賑わいが生まれている一方、たばこをはじめとした
　 ごみのポイ捨てなどのマナー違反が生じています。また、更新期を迎えたビルの
　 建替えなどにより、まちの姿が変わりつつある中で、中央区が持つ多様な魅力を
　 継承し、さらに磨きをかけていく必要があります。

・ 地域における支え合いと多様なつながりにより、高齢者や障がい者をはじめとする支援が
必要な人を見守り、住民がぬくもりを感じられる取組みを推進します。

・ 妊娠から出産、子育て期にある家庭に、交流や相談の機会を提供することなどにより、
　安心して子どもを生み、健やかに育てることができる環境の充実を図ります。

・ 地域活動の担い手不足などの地域課題に応じたきめ細かな支援により、地域コミュニティ
　活動の活性化に取り組みます。

思いやりの心で人がつながり、元気に暮らせるまち

・ 地震や風水害などの自然災害に対する防災意識の向上を図るとともに、地域の自主防災
活動を支援します。

• 誰もが安全で安心して移動できるよう、道路のバリアフリー化やエスコートゾーン※1の
　整備など、人に優しい道づくりに取り組みます。

・ 自転車利用の安全性・利便性を高めるため、安全で快適な通行環境づくりや、適正な
　走行ルールの周知・啓発活動に取り組みます。

・ 地域や警察などと連携して、モラル・マナーの向上を図り、安全で安心して快適に暮らせる
　まちづくりを進めます。

誰もが安心して暮らせるまち

・ 天神地区を中心とした都心部の賑わいや屋台などの食文化、舞鶴公園・大濠公園などの
身近な自然、鴻臚館跡や福岡城跡などの貴重な史跡、文化施設やエンターテインメント
施設など、多様な資源の魅力がさらに生きる取組みを進めます。

・ 更新期を迎えたビルの建替えにより生まれる新たな都市機能や空間を活用し、多様な
　主体との共創・共働により、都心部を中心とした中央区の新たな賑わいや魅力を創出する
　ことで、個性があふれ、多くの人々が住み、働き、訪れたくなるまちをめざします。

自然や歴史など、地域の魅力が生きる、賑わいのあるまち

※1　エスコートゾーン ： 視覚障がい者のための横断歩道上の点字ブロック。
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（２） まちづくりの目標と取組みの方向性

人が集い、人が輝き、人がやさしいまち・中央区
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南区のまちづくりの目標

（１） 区の特徴と課題
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● 大橋駅から高宮駅の周辺には、商業施設や区役所、市民センター、男女共同
　 参画推進センター（アミカス）などの公共施設が立地しており、ここから区の西部・
　 南部地域へ道路交通網が広がり、外環状道路が東西をつないでいます。

● 丘陵地などを開発し、谷間の部分に道路を整備してまちが発展してきたため、
　 全体的に坂が多い特徴があります。昼間人口に比べて夜間人口が多い「くらしの
　 まち」であり、住宅ニーズの多様化などに対応しながら、老朽化した大規模団地の
　 建替えが進んでいます。

● 区内及び近接地に九州大学芸術工学部、香蘭女子短期大学、純真学園大学、精華
　 女子短期大学、第一薬科大学、福岡女学院大学といった特色ある大学・短大などが
　 立地しており、外国人留学生も多く生活しています。

● 南西にそびえる油山では豊かな自然環境を生かした油山牧場・市民の森が
　 リニューアルし、南北に流れる那珂川の水辺環境整備も進んでいます。この
　 他、鴻巣山やため池など、住宅地の近くに、住民が日常的に触れ合える魅力的な
　 自然環境を有しています。

● 区の西部・南部地域を中心に高齢化が進行しており、高齢者が住み慣れた地域で
　 暮らし続けることができるよう、地域で持続的に見守り、支え合える体制の強化が
　 求められています。
　 また、子育てサロンやセミナーによる育児支援、外国人と住民の相互理解を
 深める交流、関係機関と連携した防災訓練の実施など、地域と行政の共創に
 よるまちづくりが進んでおり、引き続き、地域活動の新たな担い手の発掘・育成や、
 大学や企業などの資源を生かした取組みを充実していく必要があります。

● 外環状道路や屋形原須玖線などの整備による幹線道路ネットワークの形成、
　 交差点の改良などにより、車両や歩行者が円滑に通行できる環境整備が進んで
　 います。一方、生活交通の確保や道路の混雑緩和、誰もが安心して移動できる
　 歩行空間づくりなどに引き続き取り組んでいく必要があります。

・ 地域や関係機関と連携しながら、子育て家庭の育児不安の軽減や孤立化・虐待の防止などに
　取り組み、子どもを安心して生み育てられ、子どもが健やかに成長できる環境づくりを
　進めます。

・ すべての人が自分らしく健康でいきいきと暮らせるまちづくりを進めるため、地域や行政、
医療・介護事業所などの様々な主体が連携して、地域における活躍の場や健康づくり、
介護予防活動や見守り支援などに取り組みます。

・ 人々の暮らしを見守り支えてきた身近な地域コミュニティが今後も活動を続けていけるよう、
　地域と連携してコミュニティ活動の場づくりや担い手育成に取り組むとともに、地域交流
センターの整備に向けた検討を進めます。

・ 留学生をはじめ外国人の居住人口が増える中、暮らしに必要な支援を行うとともに、住民との
　相互理解や多文化交流を促進し、多様性を尊重し合えるまちづくりを進めます。

お互いが支え合い、健やかにくらせるまち

・ 地震や河川の氾濫など、地域の特性に応じた災害に備え、自主防災活動を支援すると
　ともに、地域や行政、企業などの多様な主体の共働により、被害を最小限に抑える取組みを
　推進します。

・ 警察や地域等と連携し、交通安全の活動や特殊詐欺防止の啓発などに取り組み、住民の
安全・安心の確保に努めます。

・ 地域の交通状況を踏まえた渋滞対策や、公共交通機関の利便性向上に取り組むとともに、
　歩道のフラット化、通学路の安全対策、バス停ベンチの設置や自転車通行空間の整備など、
　すべての人にやさしい道づくりを進めます。

・ 油山牧場・市民の森や那珂川、鴻巣山、身近なため池などの資源を活用して住民が触れ合う
　機会をつくるなど、自然や環境を守り大切にする心を育みます。

身近な自然と共生し、安全で安心して住み続けられるまち

・ 地域のまつりや行事、桧原桜などを通して育んできたつながりを大切にしながら、交流や
学習の場を創出し、地域の魅力の向上に取り組みます。

・ 大学・短大や企業などの多様な主体と連携し、各主体がもつ専門的な人材や知見を
　生かして、地域課題の解決や学びの機会の充実など、住民の暮らしを彩り豊かにする
　取組みを進めます。

・ 芸術工学・保育・医療など、多彩な分野で学ぶ学生が集う南区で、将来を担う人材が
　育っていくよう、学生の様々な活動の支援や体験機会の創出、地域との交流の促進に
　取り組みます。

多様な主体が共創し、人と地域を育てるまち

第２章 計画各論

（２） まちづくりの目標と取組みの方向性

みんながつながり、安らぎ、輝く　くらしのまち・南区
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城南区のまちづくりの目標

（１） 区の特徴と課題

● 別府団地や金山団地などの大規模団地をはじめ住宅地が多く、区内を縦貫する
　 地下鉄七隈線の博多駅延伸や、東西に横断する外環状道路、都市高速道路
　 ５号線などの整備により、通勤、通学などの交通利便性が向上しています。

● 北部では、中高層集合住宅やワンルームマンションの立地が進み、比較的若い
　 世代の居住者が多く、行政サービスや商業などの機能と文化・教育施設が集積
　 しています。また、南部には油山が広がり、区内を南北に流れる樋井川、多くの
　 ため池など、豊かな自然環境が生活の身近なところにあります。友泉亭公園や、
　 菊池神社、梅林古墳など、郷土をしのぶ歴史的資源も残っています。

● 区内には福岡大学、中村学園大学の二つの大学があり、各大学が有する人材や
　 施設、技術力は大きな資源となっています。大学と連携し、様々な分野で交流を
　 広げ、共働の取組みを進めてきましたが、多様な主体がさらに連携を深め、地域
　 課題の解決や地域コミュニティの活性化につなげていくことが期待されています。

● 高齢化率が７区で最も高く、コミュニティ活動の参加者減少や担い手の高齢化が
　 大きな課題となる中で、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、
　 健康寿命を延伸させるとともに、お互いに見守り支え合う地域づくりが急務と
　 なっています。

● 自然災害が激甚化・頻発化する中で、自主防災組織を中心とした共助の重要性が
　 高まっており、地域防災力を強化する必要があります。油山と近接している地域
　 では、豪雨による土砂流出への対策も求められています。また、急速に市街化が
　 進んだことから狭あい道路が多く、生活道路の環境改善や交通安全対策を
　 進めていく必要があります。

・ 地域や大学などの多様な主体と連携し、コミュニティ活動の担い手の育成や交流の
　場づくりに取り組み、人と人とがつながり、お互いに見守り支え合う持続可能な地域
　コミュニティづくりを推進します。

・ 子どもや子育て家庭のニーズに応じたきめ細かな対応により、子どもが健やかに成長できる
　環境づくりに取り組みます。

・ 健康づくりや介護予防の取組みを支援し、高齢者の社会参加の促進や健康寿命の延伸を
　図るとともに、認知症への理解を深め、その生活を支える地域や専門機関などの連携
　体制の強化を図り、誰もが住み慣れた地域で自分らしくいきいきと暮らせるまちをめざします。

地域で支え合いいきいきと暮らせるまち

・ 住民の防災意識を高めるとともに、自主防災活動を支援し、地域防災力の向上を図ります。
　また、土砂災害対策を推進し、災害に強いまちづくりを進めます。

・ 地域や警察などと連携し、交通安全対策や自転車の安全利用などのモラル・マナー向上に
　取り組み、安全で安心なまちづくりを推進します。

・ 生活交通の確保による利便性の向上を図るとともに、身近な道路のバリアフリー化を進め、
　誰もが快適で安全に外出できるまちをめざします。

安全で安心して暮らせるまち

・ 大学の知的資源や人材を生かし、住民が気軽に参加できる生涯学習の場を充実するなど、
　誰もが生きがいを持って心豊かに暮らせるまちづくりを推進します。

・ 学生の柔軟で新鮮な発想を生かし、社会課題の解決や地域コミュニティの活性化を図ると
　ともに、将来を担う人材の育成を支援し、創造的で活力のあるまちづくりを進めます。

大学とつながる共創のまち

・ 多様な生物が生息する油山や樋井川などの貴重な自然を次世代に継承するため、その
魅力を広く伝えるとともに、身近な自然に親しみふれあう活動を通じて自然環境保全

　意識の醸成を図るなど、人と自然が共生するまちづくりを進めます。

豊かな自然と共生する潤いのあるまち

第２章 計画各論
第
２
章 

計
画
各
論

1 

分
野
別
目
標

　2 

空
間
構
成
目
標

　3 

区
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

（２） まちづくりの目標と取組みの方向性

人のぬくもりと自然の安らぎを感じ、健やかに住み続けられるまち・城南区
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早良区のまちづくりの目標

（１） 区の特徴と課題

● ７区の中で最も広く、南北に長い地形をしており、北部は博多湾に面し、西部には
　 室見川が流れ、南部には緑豊かな脊振山系という自然環境に恵まれています。
　 区内には西南学院大学や福岡歯科大学、福岡看護大学、福岡国際医療福祉大学
　 などの教育施設があり、その施設や人的資源などを生かして、大学、地域、行政の
　 連携が進んでいます。

● 北部は商業・文教・交通の拠点として近代的な街並みを有し、中部は地下鉄
　 七隈線や外環状道路などの都市基盤が整備され、大規模な集合住宅や戸建て
　 住宅が集積しています。また、南部は田園・森林地帯、脊振山系までが含まれる
　 自然豊かな農業・住宅地域となっており、各エリアの特性に応じたまちづくりを
　 進めていく必要があります。

● 地下鉄空港線沿線の西新・藤崎地区は、活気あふれる商業地域として発展を遂げ、
　 高校、大学、インターナショナル・スクールなどの教育施設のほか、区役所、市民
　 センターや警察署、税務署などの行政機関も集中している地域です。

● 都市の成長を推進する魅力・活力創造拠点であるシーサイドももち地区では、
　 福岡タワーや博物館、総合図書館、ソフトリサーチパーク、放送局などの文化・
　 情報技術関連施設が集積し、西新・藤崎地区とともに福岡市の西部広域拠点と
　 なっていますが、まちづくりに伴う住宅開発の時期が集中したため高齢化が
　 進んでおり、一層の活性化や地域コミュニティの維持が課題となっています。

● 地下鉄七隈線沿線の野芥や賀茂、次郎丸などでは、外環状道路及び都市高速
　 道路5号線の開通、地下鉄七隈線の博多駅までの延伸開業など、都市基盤の
　 整備により交通・生活の利便性が向上しています。また、原や飯倉、有田などには
　 大規模な住宅団地があり、幹線道路の沿道には商業施設が多く立地していますが、
　 団地住民の高齢化や地域活動の担い手不足などへの対応が必要です。

● 区中南部地域には、コミュニティ機能を主体とした複合的な機能を有する早良
　 南地域交流センター（ともてらす早良）が2021年（令和3年）に開館し、新たな
　 地域コミュニティ活動の場になっています。

● 脊振山系などの豊かな自然に恵まれた南部地域は、都市と農業の距離が近い
　 農村地域であり、地域資源を生かして、地域振興やコミュニティの活性化に取り
　 組んでいますが、気候変動などに伴い激甚化する自然災害への対応や、進行する
　 超高齢社会への対応、住民の日常生活に必要な交通手段である公共交通の
　 維持・確保などが、大きな課題となっています。

・ 住民ニーズの多様化や地域ごとの特性を踏まえ、地域社会の新たな担い手の育成や、
　誰もが参画し活躍できるまちづくりを進めます。また、地域、行政、大学や事業者などの
　多様な主体が共創し、持続可能な地域コミュニティの活性化を推進します。

・ ライフステージに応じた切れ目のない支援などにより、次代を担う子どもが健やかに
　育ち、安心して生み育てられる環境づくりを進めます。

・ 高齢者や障がいのある人への支援など、すべての住民が尊重され健康でいきいきと暮らせる
　まちづくりに取り組みます。

子育てしやすく、誰もが健やかに暮らせるまち

・ 住民、地域、行政などの多様な主体が連携し、地域の防災活動の支援や、災害時の被害の
　最小化を図る減災対策を推進するなど、地震や風水害などの災害に強いまちをめざします。

・ 地域や警察などとの共働により犯罪や交通事故を未然に防ぎ、住民が安全・安心に暮らせる
　まちづくりを進めます。

・ 道路の段差解消など、バリアフリー化を推進するとともに、生活環境の整備やモラル・
　マナー向上に取り組み、快適で暮らしやすいまちをめざします。

安全・安心で快適に暮らせるまち

・ 山、川、海などの豊かな自然や地域の歴史、美しい街並みなどの観光資源を四季折々の
多様な魅力として磨き育てることで、多くの人が訪れ交流が生まれる活力あるまちづくりを

　進めるとともに、北部、中部、南部それぞれの特性を生かしながら、全体が調和した回遊性の
　あるまちづくりを推進します。

・ 北部では、交通結節機能や商業・行政機能を有する西新・藤崎地区と、文化・情報技術関連
　施設が集積するシーサイドももち地区の一層の活性化や回遊性の向上などに取り組み、
西部広域拠点の機能の充実を図るとともに、大学や企業、商店街などの集積を生かし、
地域と連携した活力あるまちづくりを進めます。

・ 中部では、早良南地域交流センター（ともてらす早良）を中心として、文化・スポーツ活動や
　住民の交流が広がるまちづくりを進めるとともに、地下鉄七隈線沿線や外環状道路沿道を
　生かし、快適で便利に暮らせるまちをめざします。

・ 南部では、脊振山系や野河内渓谷などの豊かな自然を守り生かしていくことにより、人々が
　集う憩いのまちづくりを進めるとともに、住民の生活や通勤・通学の重要な交通手段である
　公共交通の維持・確保に努め、来訪者の交通利便性向上にもつなげます。

地域資源や特性を生かした魅力あるまち

第２章 計画各論
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（２） まちづくりの目標と取組みの方向性

ひと・みず・みどりが光り輝き、ふれあいと交流のあるまち・早良区
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西区のまちづくりの目標

（１） 区の特徴と課題

● 能古島、玄界島、小呂島の３つの島、脊振山系から糸島半島に至る緑の連なり、
　 博多湾に注ぐ室見川や瑞梅寺川など、豊かな自然環境に恵まれています。今津
　 干潟のカブトガニやクロツラヘラサギなどの希少生物をはじめ、自然、歴史、文化、
　 活動団体など、様々な有形・無形の地域資源を「西区の宝」と位置づけており、
　 今後もこれらを守り続けていく必要があります。

● 今宿野外活動センターや海づり公園、かなたけの里公園など、豊かな自然環境を
　 生かした多くの施設があります。また、糸島半島を形成する北崎、今津は、風光
　 明媚な景観が多く、市内外から多くの観光客が訪れる人気の観光スポットと
　 なっています。

● 今津人形芝居や飯盛神社の流鏑馬、かゆ占など、1５の民俗行事が県や市の
　 無形民俗文化財に指定され、今に受け継がれています。また、史跡も数多く
　 残っており、元寇防塁、吉武高木遺跡、今宿古墳群、今山遺跡、野方遺跡、女原
　 瓦窯跡が国の史跡に指定されています。

● 2018年（平成30年）の九州大学移転完了に伴い、JR九大学研都市駅を中心に
　 新しい市街地の形成が進んでいます。また、2023年（令和５年）には地下鉄
　 七隈線が博多駅まで延伸され、橋本駅周辺のまちづくりが着実に進められています。

● 九州大学の知見や多彩な人材を地域のまちづくりや人材育成に生かすなど、
　 大学と地域の連携・交流をより一層促進するとともに、様々な文化的背景を持つ
　 留学生の増加が見込まれる中で、住民の個性を尊重し、生かしていく環境づくりが
　 求められています。

● 土地区画整理事業に伴う人口増加地域と郊外の人口減少地域の二極化が
　 進んでおり、急激な人口増加地域では、既存住民と新規住民とのつながりを
　 深めるため、コミュニティへの参画を促す工夫が求められます。一方、人口減少
　 地域では、コミュニティや地域産業、公共交通機関や生活利便性の維持が課題と
　 なっています。

● 離島の主産業である漁業は、地域の人口減少や高齢化などを背景とした担い手
　 不足や漁業生産量の減少が課題となっています。また、農業は、大消費地に近く
　 今後もさらなる発展が期待されていますが、耕作放棄地も多く、営農者を呼び込む
　 工夫が求められています。

● 近年、自然災害が激甚化、頻発化しており、災害時の避難支援など、地域での
　 結びつきの強い災害対策が求められています。また、イノシシなどの有害鳥獣
　 対策が必要となっています。

・ 地域の人々がお互いに支え合い助け合いながら、主体的に地域づくりに取り組む、自律した
　コミュニティづくりを支援します。

・ 安心して子育てができる環境の充実を図るとともに、多様な主体と連携し、子どもや高齢者、
　障がいのある人など、誰もが住み慣れた地域で安心して生活を続けることができる
　まちづくりを進めます。

・ 日常生活の維持に重要な役割を果たす生活交通の持続的な確保について、関係者と
　連携して取り組みます。

地域で支え合い生き生きと暮らせるまち

・ 地域の自主防災活動の支援や、離島などの地理的な特性に応じた避難環境の充実などに
　より、災害に強いまちづくりを進めます。

・ 交通安全及び防犯の充実強化、身近な道路や施設などの維持管理により、住民が安全に
暮らせるまちづくりを進めます。

・ イノシシなどの有害鳥獣による被害の防止に向けた環境づくり、住民への広報啓発などの
　対策を進めます。

安全で安心して暮らせるまち

・ 西区に存在する史跡や文化、伝統などの「西区の宝」を次世代に継承するため、地域と
　行政の共創による魅力を発信するとともに、地域活動参加への取組みを支援します。

・ 環境活動への参加促進などにより環境意識を醸成し、地域の持つ身近で多様な自然を
守っていくとともに、離島や市街化調整区域において、定住化の促進や主要産業である
農業・漁業の活性化、地域ブランドや特産品の開発、ＰＲなどのまちづくり活動を支援し、
地域振興を図ります。

豊かな自然や歴史、伝統文化を生かし、その魅力を誇れるまち

・ 九州大学の人材と住民との相互理解を深めるため連携交流を促進し、地域コミュニティの
　活性化を図るとともに、留学生を含めた多様な人々が尊重され、個性を発揮できるダイバー
　シティのまちをめざします。

・ 土地区画整理事業などにより拡大した市街地において、新たな担い手と一体となった
　コミュニティづくりを進めます。

大学の多様な活力と賑わいに満ちた新しいまち

第２章 計画各論
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（２） まちづくりの目標と取組みの方向性

にぎわいがあり、しあわせを感じ、くらしやすいまち・西区
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参考資料
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１　策定の経緯

（４） 総合計画審議会 ２０２４年（令和６年）４月～１１月 
　４８名の委員によって、計11回の審議を実施しました。

（５） 議決 ２０２４年（令和６年）１２月
　12月19日に議決され、同日付をもって第10次福岡市基本計画を策定しました。

(１) 第９次基本計画の振り返り ２０２３年（令和５年）４月～７月
　２０１２年（平成２４年）１２月に策定した「第９次福岡市基本計画」について、２０２２年度
（令和４年度）までの１０年間の取組みを施策分野ごとに振り返り、総合計画審議会と
市議会に報告しました。

(２) みんなでつくる福岡市の将来計画プロジェクト ２０２３年（令和５年）４月～１１月  
　 「第１０次福岡市基本計画」の策定に向けて、アンケートやワークショップ等の
多様な手法により、幅広い市民の皆様からご意見を募集し、総合計画審議会と市議会
に報告しました。

● スマートフォンなどから、いつでも誰でも回答できるオンラインアンケートを実施し、
　 8,242件のご意見を頂きました。

● メールや郵送等により、143件のご意見を頂きました。

● 本プロジェクトの実施期間中に開催された「世界水泳選手権2023福岡大会」の
　 機会を捉え、外国からの来訪者へのアンケートを実施し、503件のご意見を頂きました。

● 高校や大学、市民サークルなど、多様なコミュニティに市職員が参加し、未来に
　 ついて一緒に考え、語り合うワークショップを45回開催し、1,278名が参加しました。

● ゲームを使って「住みたいまちの姿」を表現する「未来のまちづくりプロジェクト in 
　 FUKUOKA」を開催しました。

● 約12万人の小中学生を対象にアンケートを実施し、その結果を実行委員会の小中学生
　 たちがとりまとめ、「福岡市の将来像」を発表する「福岡こども未来サミット」を開催しました。

● 様々な分野の有識者20名に、福岡市の現在と将来について、インタビューを実施しました。

● 福岡地域戦略推進協議会（FDC)が、まちづくり団体や経済団体等と連携したイベント等を
　 実施し、その結果を踏まえ作成された提言を頂きました。

参考資料 

（３） 第１０次基本計画素案の検討　２０２３年（令和５年）４月～２０２４年（令和６年）３月 

　（１）（２）を踏まえ、「第１０次福岡市基本計画」の素案をとりまとめました。

● 意見募集の対象　第10次福岡市基本計画（原案）
● 意見募集の実施期間　令和６年９月１０日（火）～１０月７日（月）
● 閲覧・配布場所等
　 情報公開室（市役所２階）、情報プラザ（市役所１階）、総務企画局企画課（市役所８階）、
 各区役所情報コーナー、入部出張所、西部出張所、市ホームページ
● 意見の提出方法　郵送、FAX、電子メール、窓口、オンライン（専用ホームページ）
● 意見の提出状況及び対応　320名、延べ409件
　 （原案修正：67件、 原案どおり：27件、 記載あり：229件、 その他：86件）

【パブリック・コメントの実施結果】

4/25 総会（諮問）

5/29 生活の質部会 5/23 都市の成長部会

6/27 生活の質部会 7/1   都市の成長部会

7/24 生活の質部会 7/22 都市の成長部会

10/23 生活の質部会 10/25 都市の成長部会

8/20 総会（原案とりまとめ）

11/14 総会（答申とりまとめ）

9/10～10/7 パブリック・コメント

答申
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総合計画審議会

・ 総会　３回
・ 部会　８回
・ パブリック・コメント

諮
問
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参考資料 

２　福岡市総合計画審議会委員名簿

■生活の質部会

青野　正志

朝廣　和夫

伊豆　美沙子

稲員　稔夫

上田　あい子

片渕　輝昭

勝山　信吾

菊池　仁志

櫛山　道太

呉羽　由美

近藤　里美

清水　邦之

張　彦芳 （副部会長）

勢一　智子

西山　久子

萩島　理 【会長】

福田　まもる

藤村 真由美

堀内　徹夫

松浦　賢長 （部会長）

馬奈木　俊介

三浦　暢久

道下　美里

レイク　沙羅

九州地方整備局 企画部長

九州大学大学院 芸術工学研究院 教授

宗像市長

福岡市議会議員

NPO法人ウィッグリング・ジャパン 代表理事

福岡市自治協議会等７区会長会 代表

福岡市議会議員

福岡市医師会 会長

RKB毎日放送㈱ 総務広報部長

福岡市ＰＴＡ協議会 副会長

福岡市議会議員

NPO法人福岡市障害者関係団体協議会 理事長

九州大学大学院 芸術工学研究院 准教授

西南学院大学 法学部 教授

福岡教育大学大学院 教育学研究科 教授

九州大学 副学長・教授

福岡市議会議員

福岡市七区男女共同参画協議会 代表

福岡市議会議員

福岡県立大学 理事・教授

九州大学大学院 工学研究院 主幹教授・都市研究センター長

NPO法人カラフルチェンジラボ 代表理事

三井住友海上火災保険㈱／ブラインドマラソンランナー

九州大学 共創学部 学生

氏　　　名 所　　属　　等

（前委員）　笠井　雅広　　　九州地方整備局 企画部長

　　　　　平田　泰彦　　　福岡市医師会 会長

（敬称略、五十音順）
■都市の成長部会

天野　こう

石堂　高大

石丸　修平 （副部会長）

猪野　猛

鬼塚　昌宏

貝和　慧美

勝永　敏也

金谷　明倫

久保　文一

黒瀬　武史

坂井　猛 （部会長）

調　崇史

髙木　智代

辰巳　浩 【副会長】

田中　たかし

德永　美紗

中村　弘峰

西村　悦子

林田　茉優

古川　清文

星野　幸代

松岡　恭子

水木　祐一

森川　春菜

福岡市議会議員

連合福岡･福岡地域協議会 顧問

福岡地域戦略推進協議会 事務局長

福岡商工会議所 理事・事務局長

福岡市議会議員

グローバル・サステナブル・ツーリズム協議会 アジア太平洋地域マネージャー

福岡県 企画･地域振興部長

九州経済産業局 総務企画部長

九州経済連合会 経営企画室長

九州大学大学院 人間環境学研究院 教授

九州大学 キャンパス計画室 教授・副室長

福岡市議会議員

福岡市農業委員会 副会長

福岡大学 理事・工学部長

福岡市議会議員

Code for Fukuoka 代表

人形師

神戸大学大学院 海事科学研究科 教授

㈱吉開のかまぼこ 代表取締役社長

福岡市議会議員

国際連合人間居住計画 福岡本部 本部長補佐官

㈱スピングラス・アーキテクツ 代表取締役

㈱日本政策投資銀行 九州支店長

オングリットホールディングス㈱ 代表取締役

氏　　　名 所　　属　　等

（敬称略、五十音順）
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（前委員）　木村　てつあき　福岡市議会議員

　　　　　中島　徹也　　　福岡県 企画・地域振興部長
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1993年（平成５年）

1995年（平成７年）

1996年（平成８年）

1999年（平成１１年）

2003年（平成１５年）

2004年（平成１６年）

2005年（平成１７年）

2011年（平成２３年）

2012年（平成２４年）

2013年（平成２５年）

2014年（平成２６年）

2017年（平成２９年）

2018年（平成３０年）

2019年（令和元年）

2020年（令和２年）

2021年（令和３年）

2023年（令和５年）

博多港国際ターミナル開設

ユニバーシアード福岡大会開催、マリンメッセ福岡開館

福岡市総合図書館が開館

福岡都市高速道路が太宰府ICへ接続、福岡アジア美術館開館

福岡国際会議場開館

町世話人廃止、自治協議会制度導入

地下鉄七隈線開業、福岡県西方沖地震発生、アイランドシティのまちびらき、
九州大学伊都キャンパスへの移転開始　

九州新幹線鹿児島ルート全線開通

福岡都市高速道路環状線が完成

市の人口が150万人突破

国家戦略特区に指定、福岡市立こども病院移転

福岡市科学館開館

九州大学移転完了、総合体育館開館

福岡市美術館リニューアルオープン、G20 財務大臣・中央銀行総裁会議開催

新型コロナウイルス感染症発生

福岡都市高速道路アイランドシティ線開通、マリンメッセ福岡B館開館

地下鉄七隈線延伸開業

近
代
以
降

西  暦 主 な 出 来 事

参
考
資
料 

紀元前４世紀頃～

紀元前２世紀
～紀元前１世紀

57年

536年

７世紀後半～

１１世紀後半～１２世紀

1274年、1281年

1401年

1587年

1601～1607年

1889年（明治２２年）

1899年（明治３２年）

1905年（明治３８年）

1911年（明治４４年）

1936年（昭和１１年）

1945年（昭和２０年）

1951年（昭和２６年）

1963年（昭和３８年）

1972年（昭和４７年）

1975年（昭和５０年）

1978年（昭和５３年）

1979年（昭和５４年）

1980年（昭和５５年）

1981年（昭和５６年）

1982年（昭和５７年）

1983年（昭和５８年）

1989年（平成元年）

1990年（平成２年）

板付遺跡［大陸から稲作技術をいち早く導入］

吉武高木遺跡［最古級の王墓、クニの萌芽］

奴国王が後漢に朝貢し「漢委奴国王」の金印を授受

大和朝廷が那の津の口に「那津官家」を設置 ［九州を統括する大宰府の前身］

筑紫館(後の鴻臚館)を設置 ［日本初の迎賓館、その後貿易拠点に］

貿易拠点が鴻臚館から博多へ移行
［日本初のチャイナタウン、博多の国際都市化］

文永の役・弘安の役（元寇防塁を築く）［九州の軍事、政治、貿易の拠点化］

博多商人肥富の勧めにより足利義満が遣明船を派遣し、日明貿易が開始

豊臣秀吉、博多の町割りを命じる　[博多の復興]

福岡城築城　［福岡と博多の双子都市誕生］

福岡市の誕生

博多港が対外貿易港として開港

博多～釜山　定期航路開設

九州帝国大学の創立

雁の巣国際飛行場開設

福岡大空襲、博多港が海外引揚援護港に指定される

博多港が最重要港湾に指定される、福岡空港の民間空港化

福岡市民会館開館

政令指定都市となり、５区が誕生

市の人口が100万人突破、山陽新幹線が博多まで開通

渇水のため給水制限(287日間)

福岡市美術館開館

福岡都市高速道路開通

地下鉄空港線開業

行政区の再編成により７区制開始

筑後川受水開始

アジア太平洋博覧会「よかトピア」開催

「アジア太平洋都市宣言」制定、アジアマンス開幕、福岡市博物館開館

古
代
〜
近
世

近
代
以
降

西  暦 主 な 出 来 事

３　福岡市のあゆみ

参考資料 

オークランド市（アメリカ）

広州市（中国）

ボルドー市（フランス）

オークランド市（ニュージーランド）

イポー市（マレーシア）

韓国・釜山広域市（韓国）

アトランタ市（アメリカ）

ヤンゴン市（ミャンマー）

姉妹都市締結　1962年（昭和37年）

友好都市締結　1979年（昭和54年）

姉妹都市締結　1982年（昭和57年）

姉妹都市締結　1986年（昭和61年）

姉妹都市締結　1989年（平成元年）

行政交流都市締結　1989年（平成元年）
姉妹都市締結　2007年（平成19年）

パートナーシップ都市締結1993年（平成5年）
姉妹都市締結　2005年（平成17年）

姉妹都市締結　2016年（平成28年）

都 市 名 姉 妹・友 好 都 市 締 結

⬛姉妹都市一覧

63 FUKUOKA CITY MASTER PLAN 64FUKUOKA CITY MASTER PLAN



参考
データ集

INDEX

人口
（１） 人口
(２) 福岡都市圏の人口
(3) 九州の人口
（４） 人口ピラミッド（全市）
（５） 区別人口ピラミッド
（６） 社会動態（地域別）　
（７） 社会動態（年齢別）
（８） 自然動態
（９） 出生数・合計特殊出生率
（10） 政令指定都市の若者率
（11） 政令指定都市の社会動態・
        自然動態（分布）
（12） 政令指定都市の社会動態・自然動態
（13） 在住外国人数

67
67
68
69
70
77
78
79
80
81

82
83
84

目標5
（１） 産業構造（産業別事業所数・従業者数）
（２） 入込観光客数
（３） 国際会議開催件数

102
103
104

目標6
（１） 事業所数
（２） 従業者数
（３） 市内大学卒業後の地域別就職状況

105
105
106

福岡市総合計画に関する規則 115

SDGsについて 116

その他
（１） 市税収入額
（２） 市債残高（全会計）
（３） 住宅地・商業地の地価公示価格

113
113
114

目標8
（１） 外国人来訪者数
（２） 国際海上コンテナ取扱個数

112
112

目標２
（1） 保育所等の定員数
（２） 保育士への家賃助成・奨学金返済支援
（３） 保育サービスの利用状況
（４） 児童虐待の相談対応件数
（５） いじめ認知件数
（６） 不登校児童生徒数
（７） 英検３級相当以上の中学３年生の割合
（８） 政令指定都市の学生数・学校数

87
87
88
89
89
90
90
91

目標7
（１） 市内事業所に占める中小企業の割合
（２） 市民雇用者報酬（一人あたり）
（３） 農業従事者数と農業生産額
（４） 漁業就業者数と水産業生産額
（5） 福岡都市圏の開業率
（6） 政令指定都市地域の開業率

107
108
108
109
110
111

目標3
（１） 単独世帯の割合
（２） 政令指定都市の単独世帯の割合
（３） 共同住宅の割合
（４） 地域活動への参加率
（５） 市有建築物の延床面積
（６） 降水量50mm以上の年間発生回数
（７） 市内刑法犯認知件数
（８） 市内交通事故発生件数

92
93
94
94
95
96
97
97

目標4
（１） 全市域における緑の面積
（２） 年間真夏日・猛暑日日数
（３） 温室効果ガス排出量と
      エネルギー消費量
（４） 再生可能エネルギーの設備導入量

98
99

100
101

目標１
（１） 要介護認定者数
（２） 障がい者数
（３） 生活保護世帯数

85
85
86

参考データ集

＜記載事項の注意点＞
・ 数字の単位未満は、四捨五入を原則としたため、総数や合計と内容が一致しない場合があります。
・ 数字に付く「△」は、マイナスを示します。
・ 図表中の「N=」、「n=」はそれぞれ、N=標本全数、n=該当数（その質問を回答しなくてよい人を除いた数）を表します。
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資料：総務省「国勢調査」、「人口推計」

（３） 九州の人口人口

福岡市以外 福岡市

1995
（H7）

2000
（H12）

2005
（H17）

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（R2）

2025
（R7）

2030
（R12）

2035
（R17）

2040
（R22）

2045
（R27）

2050
（R32）

（年）

1,285
1,341

1,401
1,464

1,539
1,612 1,656 1,677 1,694 1,696 1,6871,702

2,000

1,500

1,000

実績値

500

0

（千人）

推計値

205

933

142

191

968

178

188

984

213

192

998

254

200

996

312

205

990

339

207

1,071

378

197

1,077

404

196

1,067

432

195

1,001

500

187

980

520

198

1,031

472

（１） 人口人口

(２) 福岡都市圏の人口人口

資料：総務省「国勢調査」、福岡市総務企画局「福岡市の将来人口推計」（R６）

注：各年10月1日現在

資料:総務省「国勢調査」、福岡県「福岡県の人口と世帯（推計）」

3,000

2,000

1,000

5年刻み

2000
（H12）

2005
（H17）

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（R2）

2021
（R3）

2023
（R5）

2024
（R6）

2022
（R4）

0

（千人）

2,234
2,323

2,408
2,508

2,608 2,617 2,631 2,642 2,655

1,341

893

1,401

922

1,464

944

1,539

969

1,612

996

1,620

998

1,631

1,000

1,643

999

1,657

999

（年）

20,000

15,000

10,000

2000
（H12）

2005
（H17）

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5） （年）

5,000

0

（千人）

5年刻み

5,016

877

1,517

1,859

1,221

1,170

1,786

1,318

5,050

866

1,479

1,842

1,210

1,153

1,753

1,362

14,764 14,715

5,072

850

1,427

1,817

1,197

1,135

1,706

1,393

14,597

5,102

833

1,377

1,786

1,166

1,104

1,648

1,434

14,450

5,135

811

1,312

1,738

1,124

1,070

1,588

1,467

14,246

5,124

806

1,297

1,728

1,114

1,061

1,576

1,460

14,166

5,116

801

1,283

1,718

1,107

1,052

1,563

1,469

14,109

5,107

794

1,266

1,708

1,096

1,041

1,549

1,468

14,029

2024
（R6）

5,098

788

1,251

1,696

1,085

1,030

1,532

1,467

13,947

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

年齢不詳老年人口（65歳以上）生産年齢人口（15～64歳）年少人口（15歳未満）

参
考
デ
ー
タ
集

人
口

　目
標
1

　目
標
2

　目
標
3

　目
標
4

　目
標
5

　目
標
6

　目
標
7

　目
標
8

　そ
の
他
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資料：総務省「国勢調査」

男性 女性

40,000 80,000

2010

2020
33,692
32,246
32,124

39,067
48,983
49,086

53,663
58,842

50,530
44,898
41,958
45,446

48,436
33,778

26,338
21,140

13,061
5,875
1,756
461
45

32,048
30,529
31,185
37,568

50,162
56,873
59,748
63,530

54,582
48,063

44,526
48,567
53,356

40,780
34,885
30,070

22,779
14,247

6,367
2,098
405100歳以上

95 ～ 99
90 ～ 95
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

0 040,00080,000 （人）

40,000 80,000

34,250
35,837
34,747
37,066

47,385
45,280
46,831

51,659
55,379

59,338
49,924

43,324
39,048
40,401
40,643

26,087
17,790

10,968
3,966
847
79

32,637
34,025
33,477
37,116

51,036
52,604
52,010
56,315
59,821
63,331

53,972
46,479

42,380
45,329
48,562

36,148
29,182

22,278
12,089

3,863
698100歳以上

95 ～ 99
90 ～ 95
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

0 040,00080,000 （人）

(４) 人口ピラミッド（全市）人口 （５） 区別人口ピラミッド（東区）人口

2010

2020

資料：総務省「国勢調査」

男性 女性

0.4
1.2

2.7
4.2

5.3
7.0

9.9
9.1
8.2

8.9
10.0

12.1
10.8

9.6
11.2

8.4
6.8
6.9
7.4

1.8
2.8

4.3
5.8
6.8
7.8

10.4
9.5

8.8
9.1

10.3
12.2

11.1
10.5

9.7
7.5

6.5
6.6
7.1

1515 10 105 50 0（千人）

90歳以上
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

1.0
2.2

3.7
5.6

8.7
8.6
8.0

8.8
10.2

12.4
11.3
10.5

9.6
9.2

10.4
8.0
7.5
7.8
7.5

3.4
4.4

5.9
7.3

9.7
9.2

8.5
9.1

10.5
12.5

11.5
10.8

9.8
9.6
9.8

7.8
7.3
7.5
7.0

1515 10 105 50 0（千人）

90歳以上
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

東区

参
考
デ
ー
タ
集

人
口

　目
標
1

　目
標
2

　目
標
3

　目
標
4

　目
標
5

　目
標
6

　目
標
7

　目
標
8

　そ
の
他
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参
考
デ
ー
タ
集

人
口

　目
標
1

　目
標
2

　目
標
3

　目
標
4

　目
標
5

　目
標
6

　目
標
7

　目
標
8

　そ
の
他

資料：総務省「国勢調査」

男性 女性

2010

2020

0.2
0.6

1.4
2.2
2.7

3.5
5.4
5.3
5.1
5.7

6.3
6.9
6.8
6.7

5.1
3.6
2.8
2.8
3.3

0.8
1.4
2.6
3.6
4.1
4.7

6.4
5.8
5.5
6.5
7.6

9.1
9.5
9.6

7.0
4.0

2.9
2.8
3.1

0.5
1.0
1.6

2.4
4.2
4.1
4.4

5.4
6.3

7.1
6.9
7.0
6.5
6.8

4.9
3.5
3.1
3.5
3.6

1.5
2.3
3.1
3.8

5.3
5.1
5.1
6.2

7.4
8.8
8.8
8.7
8.4
9.3

7.0
3.7
3.2
3.4
3.6

（５） 区別人口ピラミッド（博多区）人口 （５） 区別人口ピラミッド（中央区）人口

1515 10 105 50 0

1515 10 105 50 0

（千人）

（千人）

90歳以上
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

90歳以上
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

中央区2010

2020

0.3
0.7

1.6
2.7

3.5
4.6

6.9
6.6
6.3
6.5

7.2
8.8
8.6
8.9
8.0

5.3
3.2
3.5

4.2

1.3
2.0
3.2
4.2
4.9
5.6

7.2
6.4

5.7
6.1
7.3

9.0
9.3
10.2

9.1
5.3

3.1
3.3
4.0

0.5
1.2

2.0
3.1

5.1
5.1
5.5

6.4
7.8

9.2
8.7
9.0

9.8
10.7

8.7
4.8
3.6
3.9

4.8

2.2
2.8
3.7
4.4

5.9
5.6
5.3
5.9

7.2
8.7
8.5
9.1

10.6
12.3

10.0
5.0

3.5
3.7
4.7

1515 10 105 50 0

1515 10 105 50 0

（千人）

（千人）

90歳以上
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

90歳以上
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

博多区

男性 女性

資料：総務省「国勢調査」
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（５） 区別人口ピラミッド（南区）人口 （５） 区別人口ピラミッド（城南区）人口

資料：総務省「国勢調査」

男性 女性

2010

2020

0.4
1.1

2.3
3.9

4.6
5.8

8.3
7.7
7.2
7.7

8.6
10.0

9.1
8.0
6.9
6.3
5.8
5.7
5.6

1.5
2.5

4.1
5.6
6.3
7.3

9.4
8.4
7.9
8.5
9.4

10.8
10.0

9.3
7.9

6.1
5.6
5.3
5.5

0.9
2.0

3.2
4.6

7.1
7.0
6.8
7.3

8.2
9.8
9.3
8.5
7.4
6.9
6.8
6.0
6.0
6.5
6.0

3.0
4.0
5.2
6.5

8.8
7.9
7.5
8.3
9.2

10.8
10.2

9.4
8.3
8.0
8.1

6.1
5.9
6.1
5.7

1515 10 105 50 0

1515 10 105 50 0

（千人）

（千人）

90歳以上
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

90歳以上
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

南区

資料：総務省「国勢調査」

男性 女性

2010

2020

0.2
0.5

1.2
1.9
2.4

3.1
4.2
3.9
3.5
3.6
4.1

4.9
4.4
4.0

6.4
4.2

2.9
2.8
2.8

0.8
1.2
2.0
2.7
3.2
3.7
4.8
4.5

3.9
4.0
4.5
5.1
4.7
4.2

5.4
3.9

2.8
2.7
2.6

0.4
1.1
1.7

2.5
3.6
3.6
3.3
3.5
3.9

4.7
4.4
3.7
3.2
2.9

4.7
3.5
3.1
2.9
2.6

1.5
2.0
2.7
3.4
4.4
4.2
3.7
3.9
4.5
5.0
4.6

4.0
3.4
3.2

4.7
3.4
2.9
2.8
2.4

1515 10 105 50 0

1515 10 105 50 0

（千人）

（千人）

90歳以上
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

90歳以上
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

城南区

参
考
デ
ー
タ
集

人
口

　目
標
1

　目
標
2

　目
標
3

　目
標
4

　目
標
5

　目
標
6

　目
標
7

　目
標
8

　そ
の
他
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（５） 区別人口ピラミッド（早良区）人口 （５） 区別人口ピラミッド（西区）人口

資料：総務省「国勢調査」

男性 女性

2010

2020

0.3
0.9

2.0
3.1

4.0
5.1

7.4
7.0
6.5
6.6

7.3
8.3
7.4
6.5
5.5
5.7
5.5
5.4
5.2

1.3
2.1

3.3
4.3
5.0
6.0

8.1
7.6

7.0
7.4
8.1
8.9

7.7
7.1

6.3
5.8
5.4
5.1
4.9

0.7
1.7

2.8
4.0

6.3
6.2
6.0
6.3

7.0
8.6
7.9
6.8

5.3
4.6
4.8

5.5
6.0
5.9
5.1

2.4
3.4
4.4
5.5

7.5
7.1
6.6
6.8
7.9

9.3
8.4

7.4
5.8
5.2
5.9
5.8
5.6
5.5

4.6

1515 10 105 50 0

1515 10 105 50 0

（千人）

（千人）

90歳以上
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

90歳以上
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

早良区

資料：総務省「国勢調査」

男性 女性

2010

2020

0.4
0.9

1.9
3.2

3.9
4.8

6.4
5.9
5.3

6.0
6.9

7.9
6.7
5.5
5.8
5.6
5.1
5.2
5.2

1.6
2.2
3.3
4.0
4.7
5.7

7.1
6.4
5.8
6.5
7.4
8.4

7.4
5.9

4.8
4.9
4.9
4.9
4.9

0.8
1.7

2.8
3.9

5.7
5.6
5.1
5.6

6.4
7.5
6.9
6.2
5.1
4.3

7.1
5.8
5.4
5.4
4.8

2.7
3.3
4.2
5.3

6.8
6.3
5.7
6.3
7.3
8.2
7.8

6.9
5.7

5.0
5.6
5.3
5.1
5.0
4.6

1515 10 105 50 0

1515 10 105 50 0

（千人）

（千人）

90歳以上
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

90歳以上
85 ～ 89
80 ～ 84
75 ～ 79
70 ～ 74
65 ～ 69
60 ～ 64
55 ～ 59
50 ～ 54
45 ～ 49
40 ～ 44
35 ～ 39
30 ～ 34
25 ～ 29
20 ～ 24
15 ～ 19
10 ～ 14
5 ～ 9
0 ～ 4

西区

参
考
デ
ー
タ
集

人
口

　目
標
1

　目
標
2

　目
標
3

　目
標
4

　目
標
5

　目
標
6

　目
標
7

　目
標
8

　そ
の
他
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資料：福岡県「人口移動調査」

*転入者数ー転出者数の値。前年10月～当該年9月の値

15歳未満 25～34歳

55～64歳35～44歳 45～54歳 65歳以上

15～19歳 20～24歳

△2,000
2000
（H12）

2005
（H17）

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（R2）

2024
（R6）（年）

8,000

6,000

2,000

4,000

0

（人）

△855

173

△265
△401 △326

457

△1,209

△665

△131

321 479

2,698

△232
△226

461

307

204
61

△443

182 217

158
99

663
100

267 421
384 569

248

376
548

558 892 682
932

3,496

2,924

2,314

2,620

2,413

3,995

3,239

3,943

3,073

5,321

5,113

8,478

（７） 社会動態（年齢別）人口

資料：総務省「住民基本台帳人口移動報告」、福岡県「人口移動調査」（R5）

*転入者数ー転出者数の値・H29年以前は日本人のみ

福岡県（除都市圏） 九州他県福岡都市圏 東京圏 社会移動計その他国内

8,000

12,000

4,000

△4,000
2000
（H12）

2005
（H17）

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（R2）

2023
（R5）（年）

0

（人）

△219
△756

△578

△3,404

△1,797

△434

1,209

211
654

1,221
1,085

1,534

△2,271

△2,650 △2,418
△2,430

△2,119
△2,346

2,577

2,772 2,700 2,699

3,2853,638

6,476
7,0067,029

6,373

5,019
5,238

10,739

8,880

7,909 7,480

5,199

6,487

3,349

（６） 社会動態（地域別）　人口

参
考
デ
ー
タ
集

人
口

　目
標
1

　目
標
2

　目
標
3

　目
標
4

　目
標
5

　目
標
6

　目
標
7

　目
標
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資料：厚生労働省「人口動態調査」

20,000

10,000

12,477

14,483
14,797

13,079

1.20

1.33

1.25

1.08

1.26

1.39

1.45

1.33
1.30

1.26

1.20

12,526
12,198

11,733

0.60

1.20

1.80

2005
（H17）

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（R2）

2021
（R3）

2023
（R5）

2022
（R4）

0 0.00

（人）

（年）

5年刻み

出生数 福岡市合計特殊出生率 全国合計特殊出生率

（９） 出生数・合計特殊出生率人口

資料：福岡市住民基本台帳

出生 死亡 自然増減

20,000

15,000

10,000

2000
（H12）

1995
（H7）

1990
（H2）

1985
（S60）

2005
（H17）

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5）（年）

5,000

-5000

0

（人）

5年刻み

15,904

13,697
13,126 13,259

12,651

14,656
14,987

13,363

12,10012,100

14,875
14,531

13,521

12,667

11,279

10,206

8,827

8,024

10,303

7,457

6,001
5,235

3,824

4,450

3,708

696

△681

△2,080

△2,775

7,125

5,601

12,840

12,451

6,240

（８） 自然動態　人口

参
考
デ
ー
タ
集

人
口

　目
標
1

　目
標
2

　目
標
3

　目
標
4

　目
標
5

　目
標
6

　目
標
7

　目
標
8

　そ
の
他
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社
会
増
減

　川崎市

　相模原市

　熊本市

新潟市

さいたま市

福岡市

大阪市

横浜市

札幌市

千葉市

名古屋市

神戸市
京都市

北九州市

静岡市 堺市
浜松市

広島市
岡山市

仙台市

　自然増減

70,000

-60,000

-20,000

0

　出生数ー死亡数の差  ( 出生数純増 )

転
入
者
数 

ー 

転
出
者
数
の
差 ( 

転
入
者
純
増 )

社
会
増

自然減

（11） 政令指定都市の社会動態・自然動態（分布）人口

資料：総務省「国勢調査」（R2）

注：若者率（15歳～29歳人口割合）

注：割合は「不詳」を除いて算出

（％）

凡例

福岡市

川崎市

京都市

東京23区

仙台市

大阪市

岡山市

さいたま市

名古屋市

相模原市

横浜市

熊本市

千葉市

広島市

堺市

札幌市

神戸市

北九州市

静岡市

新潟市

浜松市

若者率

17.6

17.2

16.9

16.9

16.7

16.5

16.2

15.8

15.8

15.5

15.3

15.3

15.1

14.8

14.5

14.4

14.1

13.7

13.7

13.7

13.6

9.2

8.4

8.5

8.5

8.3

8.5

8.0

7.8

7.8

7.7

7.5

7.6

7.4

7.4

7.2

7.4

7.3

6.7

6.6

6.8

6.5

女性若者率　

8.5

8.8

8.4

8.4

8.4

8.1

8.2

8.0

8.0

7.8

7.8

7.6

7.6

7.4

7.3

7.0

6.8

7.0

7.1

6.9

7.2

男性若者率　

（10） 政令指定都市の若者率人口

資料：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」

注：R１～R５の５か年計

参
考
デ
ー
タ
集

人
口

　目
標
1

　目
標
2

　目
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資料：福岡市住民基本台帳

注：各年９月末現在

50,000

在住外国人数

40,000

28,818
30,990

34,114
36,310

38,383 37,050 35,895
40,228

43,231

49,594

30,000

20,000

10,000

0

（人）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2023
（R5）

2024
（R6）

2022
（R4） （年）

国籍・地域別登録外国人数（上位４か国）

11,016

6,236 6,351 6,403 6,604
6,841

6,329

2,482

3,260

4,587 5,625

6,255

6,393
6,777

6,606

7,488

4,9845,207
4,694

4,202
3,807

3,3693,172

8,242

11,004

6,460

7,184

6,010 6,077 6,296
6,606

11,389
11,823 12,045

12,457

11,565

10,931
11,326

12,196

13,047

10,000

5,000

15,000

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2023
（R5）

2024
（R6）

2022
（R4）

0

（人）

（年）

中国 ベトナム ネパール韓国又は朝鮮

（13） 在住外国人数人口

資料：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」

注：R１～R５の５か年計 　

出生数

札幌市

仙台市

さいたま市

千葉市

横浜市

川崎市

相模原市

新潟市

静岡市

浜松市

名古屋市

京都市

大阪市

堺市

神戸市

岡山市

広島市

北九州市

福岡市

熊本市

58,957

36,964

49,917

30,500

123,729

61,566

22,216

24,900

20,721

26,672

87,595

44,561

100,188

28,157

48,119

27,048

43,986

31,196

64,386

29,835

109,076

50,197

61,355

50,371

182,751

63,218

36,405

48,604

43,663

44,868

123,692

81,095

163,411

47,506

86,859

37,339

57,447

60,890

68,370

38,284

308,148

211,777

299,105

201,462

646,579

404,390

134,972

84,295

83,495

93,457

442,654

219,361

587,925

118,463

214,456

108,541

175,063

123,651

376,659

126,840

260,286

200,553

249,491

178,413

595,546

377,733

122,112

86,414

88,404

96,765

434,201

227,886

527,399

122,211

223,849

117,489

185,659

134,436

338,459

124,380

47,862

11,224

49,614

23,049

51,033

26,657

12,860

△2,119

△4,909

△3,308

8,453

△8,525

60,526

△3,748

△9,393

△8,948

△10,596

△10,785

38,200

2,460

△50,119

△13,233

△11,438

△19,871

△59,022

△1,652

△14,189

△23,704

△22,942

△18,196

△36,097

△36,534

△63,223

△19,349

△38,740

△10,291

△13,461

△29,694

△3,984

△8,449

△2,257

△2,009

38,176

3,178

△7,989

25,005

△1,329

△25,823

△27,851

△21,504

△27,644

△45,059

△2,697

△23,097

△48,133

△19,239

△24,057

△40,479

34,216

△5,989

死亡数 自然増減 転入者数 転出者数 社会増減 増減計

（12） 政令指定都市の社会動態・自然動態人口
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（３） 生活保護世帯数目標１

資料：福岡市福祉局

注：世帯数は年度平均

40,000

30,000

20,000

10,000

（世帯）

5年刻み

12,768

12,317
14,215

18,038

27,403

33,148
33,648

33,813
33,953

34,183

0
1995
（H7）

2000
（H12）

2005
（H17）

2010
（H22）

2015
（H27）

1990
（H2）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5）

（年度）

資料：福岡市福祉局

注：各年9月末現在の第１号被保険者のみ

資料：福岡市福祉局・保健医療局、厚生労働省「福祉行政報告例」「衛生行政報告例」

注：手帳所持者数

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2024
（R6）

2023
（R5）

（年）

80,000

70,000

60,000
60,417

62,338 63,923

65,824 67,060

67,818 69,081

70,522 71,857

73,138

50,000

（人）

74,705

74,562
76,223

77,982
80,064

82,112

83,205

84,641
86,748

89,522

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000
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（人）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2014
（H26）

2020
（R2）

2021
（R3）

2023
（R5）

2022
（R4）

（年度）

（１） 要介護認定者数目標１

（２） 障がい者数目標１
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（３） 保育サービスの利用状況目標２

資料：福岡市こども未来局

1,500

1,000

500

（人）

0
2015
（H27）

482 494 530 590
672

797
949

1,056

1，218

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5）（年度）

特別支援保育対象児童数

夜間保育入所児童数休日保育利用児童数 一時預かり利用児童数

50,000 1,200
(人月)(人日)

1,000

800

600

400

200

00

40,000

30,000

20,000

10,000

15,886

21,449

26,424
28,760 29,426

31,183

1,076
1,135

1,019
980

954

24,019
26,314

34,308
37,098

3,530

4,786

5,918
5,945 6,012

6,5316,531

4,780
4,830

7,945

5,945
5,918

4,786

3,530

6,012

24,652

19,239
21,484

26,363

9,116

27,982
22,815

20,506
16,663

12,356

23,414

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2014
（H26）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5）（年度）

各種保育サービスの入所・利用児童数
資料：福岡市こども未来局

50,000

40,000

31,928
33,494

35,330
37,851

41,168 41,956 42,475 42,054
39,772

30,01830,000

20,000

10,000

0

（人）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2014
（H26）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5）

（年度）

奨学金（申請者数）家賃（申請者数）
資料：福岡市こども未来局

（２） 保育士への家賃助成・奨学金返済支援目標２

（１） 保育所等の定員数目標２

2017
（H29）
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（R2）
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（R4） （年度）
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2,000
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資料：福岡市教育委員会

（６） 不登校児童生徒数目標２

資料：こども家庭庁「児童相談所における児童虐待相談対応件数」

全国・相談対応件数福岡市・相談対応件数

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2014
（H26）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5）

（年度）

3,000

4,000

200,000

160,000

40,000

120,000

80,000

2,000

1,000

547 563

976

1,292

1,908

2,449
2,637 2,685

3,057

3,282

88,931

103,286

122,575
133,778

159,838

193,780
205,044

207,660

214,843

0 0

福岡市（件） 全国（件）

資料：福岡市教育委員会

（４） 児童虐待の相談対応件数目標２

（５） いじめ認知件数目標２

小学校 中学校 総数

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（件）

17
37
54
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（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2014
（H26）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5）（年度）

22 38
47 84

207
311

736

319 408
533 52069 122

722
515

3,026
3,143

2,328

1,819

1,896

1,163

1,474

2,632

2,138

2,736

3,559
3,663

小学校 中学校 総数

資料：福岡市教育委員会
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（人）
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（H29）
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（H26）

2020
（R2）

2021
（R3）

2023
（R5）

2022
（R4） （年度）

794
137

931

767 838
639

1,292

1,634

2,055
2,403

2,774

129 148
162 522

871
1,059

1,480

1,997

2,403

896 986

1,814

2,505
2,719

3,535

4,400

5,177

1,660

801

（７） 英検３級相当以上の中学３年生の割合目標２
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資料：総務省「国勢調査」

1,000,000

500,000

0 0.0

25.0

50.0

世帯数（世帯） 単独世帯割合（％）

2015
（H27）

2010
（H22）

1985
（S60）

1990
（H2）

1995
（H7）

2000
（H12）

2005
（H17）

2020
（R2）（年）

52.0

49.7

47.7

43.9
43.1

40.5

431,905

483,712

539,488

594,861

632,653

706,428

763,824

830,051

143,316

177,677

218,732

256,207
277,548

337,103

379,499

431,231

36.7

33.2

割合一般世帯総数 単独世帯

（８） 政令指定都市の学生数・学校数目標２

資料：文部科学省「学校基本調査」（R６）

注：学生数…大学生・大学院生・短期大学生・専修学校生・各種学校生の合計

（１） 単独世帯の割合目標３

大学・大学院 短大・専修・各種学校 （学校数計）

（人）

京都市

名古屋市

横浜市

福岡市

大阪市

神戸市

札幌市

仙台市

広島市

岡山市

千葉市

新潟市

熊本市

北九州市

川崎市

さいたま市

静岡市

相模原市

浜松市

堺市

170,154 (128)

155,366 (162)

111,791 (86)

110,249 (118)

99,206 (201)

79,539 (94)

69,129 (83)

71,911 (119)

41,971 (66)

39,190 (47)

37,619 (45)

36,083 (62)

33,500 (48)

28,880 (48)

27,652 (19)

25,366 (43)

25,123 (41)

21,361 (10)

16,745 (38)

15,961 (24)

17,745

49,149

23,568

36,708

62,927

15,817

20,447

19,428

10,365

9,016

10,132

11,984

8,625

7,471

1,731

9,667

7,330

1,160

5,974

2,898

13,063

10,771

152,409

106,217

88,223

73,541

36,279

63,722

51,464

49,701

31,606

30,174

27,487

24,099

24,875

21,409

25,921

15,699

17,793

20,201
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資料：総務省「国勢調査」（R２）

（%）

京都市

名古屋市

横浜市

福岡市

大阪市

神戸市

札幌市

仙台市

広島市

岡山市

千葉市

新潟市

熊本市

北九州市

川崎市

さいたま市

静岡市

相模原市

浜松市

堺市

53.6

52.0

48.3

45.7

45.3

45.1

43.8

43.6

41.2

41.1

40.6

40.1

39.9

39.5

39.3

37.0

36.3

35.2

35.1

32.1

資料：福岡市総務企画局

資料：総務省「国勢調査」

注：割合は「不詳」を除いて算出

（４） 地域活動への参加率目標３

（２） 政令指定都市の単独世帯の割合人口目標３ （３） 共同住宅の割合目標３

1,000,000

500,000

0 0.0
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60.0

90.0
世帯数（世帯） 共同住宅割合（％）
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（H27）
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（H22）

1985
（S60）
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（H7）
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（H12）

2005
（H17）

2020
（R2）

（年）

78.476.975.5
72.8

69.2
66.5

412,519

466,884

522,996

578,748
620,466

697,101

753,984

822,382

229,434

289,019

347,593

400,253
451,688

526,401

579,853

645,138

61.9

55.6

割合住宅に住む一般世帯総数 共同住宅に住む一般世帯総数

55.6

52.9

54.5
53.3
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45.0
45.7

2015
（H27）

2016
（H28）
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（R3）
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（R4）
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（R5）（年度）
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40.0

（%）

*地域活動に参加したことがある市民の割合
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資料：福岡市財政局

注：固定資産税台帳（R１年度末時点）を基に算出

築40年以上割合市有建築物 うち築40年以上建築物

＊令和１年度の延床面積から各年度以降の新築・更新等を除いた面積＊令和１年度の延床面積から各年度以降の新築・更新等を除いた面積

80.0

60.0

206

115

49

17

40.0

20.0

（％）

2004＊
（H16）

493
514

533
566

2009＊
（H21）

2014＊
（H26）

2019
（R1）

600

400

200

0 0.0

（万㎡）

（年度）

3.4

9.6

36.5

21.5

資料：気象庁

注：全国値は全国アメダスによる観測値を1,300地点あたりに換算した値

(参考)全国の1時間降水量50mm以上の年間発生回数
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252
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345
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（H27）
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（S60）
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（R5）
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福岡市の1日あたり降水量50mm以上の年間発生回数

7

2
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3
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10

2015
（H27）
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（S60）
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（H2）
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（H7）
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（H12）
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（H17）
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（H22）

2020
（R2）

2023
（R5）

12
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10

8

6

4

3

9

7

5

2

（回）

（年）

各年 5年移動平均 長期変化傾向（近似曲線）

各年 5年移動平均 長期変化傾向（近似曲線）

（５） 市有建築物の延床面積目標３ （６） 降水量50mm以上の年間発生回数人口目標３

資料：福岡市財政局

注：固定資産税台帳（R１年度末時点）を基に算出

学校施設 市営住宅 一般建築物等 特別会計施設

建築年度別延床面積

（年度）以前

政令指定都市移行

1955
（S30）

1959
（S34）

1964
（S39）

1969
（S44）

1974
（S49）

1979
（S54）

1984
（S59）

1989
（H1）

1994
（H6）

1999
（H11）

2004
（H16）

2009
（H21）

2014
（H26）

2019
（R1）
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12,065 11,810

10,633
10,072

8,821

7,758

6,213
5,924 5,780 6,005

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2014
（H26）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5）

（年）

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

（件）

（年）

25,000

20,000

23,400

20,033
18,813

16,361

14,916
14,043

10,798
10,191

11,479
12,681

15,000

10,000

5,000

0

（件）

2023
（R5）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2014
（H26）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

人口 （１） 全市域における緑の面積目標４

資料：福岡県警察（福岡市市民局調べ）

資料：福岡県警察（福岡市市民局調べ）

人口 （７） 市内刑法犯認知件数目標３

（８） 市内交通事故発生件数人口目標３

2017
（H29）

2012
（H24）

2007
（H19）

2022
（R4）

森林 農地

保全系の緑 創出系の緑

河川・水面等 公園・緑地等 住宅地 その他

合計：18,964ha
(市域面積：34,170ha)

合計：18,920ha
(市域面積：34,235ha)

合計：18,984ha
(市域面積：34,245ha)

合計：18,864ha
(市域面積：34,060ha)

創出系の緑（3,642ha)

保全系の緑（15,222ha)

保全系の緑（14,948ha)

保全系の緑（14,886ha)

保全系の緑（14,895ha)

創出系の緑（4,016ha)

創出系の緑（4,034ha)

創出系の緑（4,089ha)

20,00015,00010,0005,000

11,178 1,226

1,349

1,251

1,125

1,636

1,755

1,803

1,891

1,071

1,037

1,037

1,113

780

912

980

1,073

2,937

2,671

2,677

2,469

11,241

11,171

11,313

0

資料：福岡市住宅都市局

注：その他=道路、公共公益施設、商業・業務地、工業・運輸施設、その他の緑
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資料：気象庁

注：真夏日…最高気温30度以上、猛暑日…最高気温35度以上

各年 5年移動平均 長期変化傾向（近似曲線）

各年 5年移動平均 長期変化傾向（近似曲線）

（年）

福岡市の年間「真夏日」日数の推移
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福岡市の年間「猛暑日」日数の推移
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45
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5

0

（日）

（２） 年間真夏日・猛暑日日数人口目標４ （３） 温室効果ガス排出量とエネルギー消費量

資料：福岡市環境局

注：端数調整のため、温室効果ガス排出量とその内訳の合計が一致しないことがある。

目標４

家庭部門 業務部門 自動車部門 その他 エネルギー消費量
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500
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7,944
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温室効果ガス排出量
（万t-CO2/年）

エネルギー消費量
（万GJ/年）
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642 641
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236
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（４） 再生可能エネルギーの設備導入量目標４

資料：総務省・経済産業省「経済センサス活動調査」

0.1

第1次産業 第2次産業 第3次産業

事業所数（2021年）

74,867事業所

生活関連サービス業
娯楽業

卸売業，小売業

宿泊業
飲食サービス業

医療，福祉

建設業

サービス業（他）

情報通信業

教育，学習支援業

製造業

運輸業，郵便業

金融業，保険業

複合サービス事業

電気・ガス・
熱供給・水道業

農林漁業

鉱業，採石業
砂利採取業

不動産業
物品賃貸業

学術研究
専門・技術サービス業

19,920

9,750

5,504

6,489

6,378

5,690

5,688

5,160

2,348

2,337

2,056

1,545

1,564

243

113

74

8

（所）

923,521人

従業者数（2021年）

生活関連サービス業
娯楽業

卸売業，小売業

宿泊業
飲食サービス業

医療，福祉

建設業

サービス業（他）

情報通信業

教育，学習支援業

製造業

運輸業，郵便業

金融業，保険業

複合サービス事業

電気・ガス・
熱供給・水道業

農林漁業

鉱業，採石業
砂利採取業

不動産業
物品賃貸業

学術研究
専門・技術サービス業

201,523

121,884

51,704

120,431

85,875

61,336

54,119

44,893

38,810

34,935

32,735

30,503

31,445

8,640

3,943

689

56

（人）

事業所数
（74,867事業所）

（％）

0.1

従業者数
（923,521人）

産業3部門別構成比（2021年）

10.1 89.8

10.0 90.0

（１） 産業構造（産業別事業所数・従業者数）人口目標５

資料：福岡市環境局

注：端数調整のため、設備導入量とその内訳の合計が一致しないことがある。

小水力・小型風力 バイオマス 太陽光発電

（年度）
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15.7

0.04

18.4 0.03

19.1

0.03

21.1

0.04

21.7

0.04

22.3

0.04

24.0

0.04

24.8

7.0

8.2
8.3

8.3
8.3

8.3

8.3

8.3

8.7

13.5

0.01

7.0

6.5

10.2
10.9

12.7
13.4 14.0

15.7
16.5

0.04
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8.3
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0.04

26.1
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（年）

2,500

2,000

1,500

1,000

500

1,782

1,855

1,974

2,050

2,134 2,141 2,148

1,126
1,181

1,860

0

（万人）

2013
（H25）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2014
（H26）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

539

1,243 1,275
1,343 1,323 1,329 1,315

902

1,170

952

1,497

580

631
727

805 826

978

224
229

363

資料：福岡市経済観光文化局「福岡市観光統計」

注：令和２年から宿泊観光客の推計方法を変更

日帰り客宿泊客

（２） 入込観光客数目標５ （３） 国際会議開催件数目標５

資料：日本政府観光局「国際会議統計」

45

大阪市

国際会議開催件数上位都市（２０２3年）

東京23区

京都市

横浜市

福岡市

311

172

98

79

62

60

54

46

45

北九州市

仙台市

名古屋市

神戸市

つくば地区（※）

※つくば地区はつくば市、土浦市を含む。

（件）

福岡市の国際会議開催件数の推移
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資料：総務省「経済センサス - 基礎調査」、総務省・経済産業省「経済センサス - 活動調査」

注:令和３年の「経済センサス-活動調査」は、従来から調査方法が変更されており、平成26年及び平成28年の数値は参考値として掲載

注:民営のみ

資料：総務省「経済センサス - 基礎調査」、総務省・経済産業省「経済センサス - 活動調査」

注：令和３年の「経済センサス-活動調査」は、従来から調査方法が変更されており、平成26年及び平成28年の数値は参考値として掲載

注:民営のみ

（年）

80,000

70,000

74,256

72,284

74,867
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50,000

（所）
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（H28）
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（H26）
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950,000
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750,000

650,000
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（年）2016
（H28）
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（H26）
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2021
（R3）

864,388 866,930

923,521

（１） 事業所数目標６

（２） 従業者数目標６

（３） 市内大学卒業後の地域別就職状況目標６
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資料：福岡未来創造プラットフォーム

注：大学生、大学院生を含む

市内大学卒業後の地域別就職状況＜2024(R6)3月卒業生＞

その他
（学際分野、教育系、
芸術系、体育系等）

（n=1,046）

文系（n=5,629）

理系（n=4,911）

全体（N=11,586）

（％）

26.4 53.3 1.9
0.3

0.4

0.1

0.9

0.8

2.7

3.7

49.4

57.1

56.8

30.2

22.8

22.4

18.1

19.2

17.3

16.3

福岡市 九州 国内 海外 その他
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（１） 市内事業所に占める中小企業の割合目標７

資料：総務省「経済センサス - 基礎調査」、総務省・経済産業省「経済センサス - 活動調査」

注：中小企業…従業者規模300人未満

中小企業 その他

2016（H28）
（72,284事業所）

2021（R3）
（74,867事業所）

2014（H26）
（74,256事業所）

（％）

2016（H28）
（866,930人）

2021（R3）
（923,521人）

2014（H26）
（864,388人）

0.9

1.2

0.3

13.786.3

85.7

84.4

99.1

98.8

99.7

14.3

15.6

事
業
所
数

従
業
者
数

農業生産額 農業従事者数

人口

資料：福岡市総務企画局「福岡市民経済計算」

注：市民雇用者1人当たりの雇用者報酬

資料：農業生産額…福岡市農林水産局「福岡市農林水産統計書」

農業従事者数…農林水産省「農業センサス」

（年度）
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（H22）
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（R3）

2022
（R4）

（年）
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2,000

0 0

（人）
10,000
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4,563
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（百万円）

5年刻み

（２） 市民雇用者報酬（市民雇用者一人あたり）目標７

（３） 農業従事者数と農業生産額目標７

参
考
デ
ー
タ
集

人
口

　目
標
1

　目
標
2

　目
標
3

　目
標
4

　目
標
5

　目
標
6

　目
標
7

　目
標
8

　そ
の
他

107 FUKUOKA CITY MASTER PLAN 108FUKUOKA CITY MASTER PLAN



（５） 福岡都市圏の開業率人口目標７

資料：福岡市経済観光文化局

注：雇用保険適用事業所ベースで算出したもの 福岡市を含む職業安定所の合計で一部市外含む
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（４） 漁業就業者数と水産業生産額目標７

資料：福岡市農林水産局「福岡市農林水産統計書」

注：漁業就業者数は、沖合＋沿岸漁業者の総数

沖合 沿岸 漁業就業者数
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人口 （６） 政令指定都市地域の開業率目標７

資料：福岡市経済観光文化局

注：「雇用保険事業年報」（厚生労働省）における雇用保険適用事業所ベースで算出したもの 各都市を含む職業安定所の合計で一部周辺市町村含む
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資料：総務省「出入国管理統計」
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（１） 外国人来訪者数人口目標８
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資料：福岡市港湾空港局「博多港統計年報」

注：TEU…20フィートコンテナで換算したコンテナ個数

（年）
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資料：福岡市財政局

資料：福岡市財政局

注：満期一括積立金を除く
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（１） 市税収入額その他

資料：国土交通省「地価公示」
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福岡市総合計画に関する規則

（目的）
第１条 　この規則は、福岡市の総合計画に関し必要な事項を定めることを目的とする。

（定義）
第２条　この規則において「総合計画」とは、本市将来の健全な発展を促進するために策定する市政
　　　の総合的計画をいい、基本構想、基本計画及び実施計画よりなるものとする。
２　この規則において「基本構想」とは、総合的かつ計画的な市行政の運営を図るために定める
　構想をいう。
３　この規則において「基本計画」とは、基本構想に基づき市又は区の行政分野全般に係る政策の
　基本的な方向を総合的かつ体系的に定める計画をいう。
４　この規則において「実施計画」とは、基本計画に基づき市又は区の行政分野全般に係る具体的
　な事務事業の実施に関して定める計画をいう。

（計画策定の原則）
第３条　総合計画は、本市発展のための基本的施策を積極的かつ重点的に推進することにより
　　　計画的かつ効果的な行政を確立し、行政各部門相互間に有機的関連を保ちつつ総合的
　　　成果をあげるように策定しなければならない。

（基本構想の策定）
第４条　基本構想は、市長が議会の議決を経て定める。

（基本計画の策定）
第５条　基本計画の期間は、おおむね10年とする。
２　基本計画は、実施計画及び各行政分野における基本的な計画の基本とするものとし、特に
　著しい社会経済情勢の変化又は特別な理由がない限り変更しないものとする。

第６条　基本計画は、市長が議会の議決を経て定める。

（実施計画の策定）
第７条　実施計画の期間は、４年とし、３年を経過するごとに検討を加え、更に４年間の計画として
　　　策定するものとする。
２　実施計画は、次の各号のいずれかに該当する理由による場合のほか、これを変更することが
　できない。
(１) 基本計画が変更されたとき。
(２) 国又は県の計画の変更により著しい事務事業量の増減が生じたとき。
(３) 災害その他やむを得ない事情が生じたとき。
(４) その他市長が必要と認めたとき。

第８条　実施計画は、市長が決定し、議会に報告する。

（総合計画審議会への諮問等）
第９条　市長は、第４条の規定により基本構想を議会の議決に付そうとするとき及び第６条の規定
　　　により基本計画を議会の議決に付そうとするときその他総合計画に関する重要な事項の
　　　決定に当たり特に必要と認めたときは、総合計画審議会に諮問するものとする。
２　市長は、総合計画の推進に関し必要と認めた事項について、総合計画審議会に報告し、意見を
　聞くものとする。

（計画の実施）
第10条　総合計画に定められた事務事業は、これを実現するよう努めるものとする。

（計画実施に必要な外部調整）
第11条　総合計画の実施に当たっては、必要な外部機関及び団体との連絡調整を行い、事業が
　　　円滑に行われるよう図らなければならない。

附 則 略

ＳＤＧｓについて

　ＳＤＧｓとは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略で、

「誰一人取り残さない持続可能な社会」を実現するために、2015年の国連サミットで

採択された、2030年を期限とする17の国際目標です。

　福岡市では、多くの市民の皆様とともに策定した「福岡市総合計画」に基づき、経済的な

成長と心豊かな暮らしのバランスが取れた持続可能な都市づくりを進めることにより、

ＳＤＧｓの達成に取り組んでいます。
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